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は
じ
め
に

0
漂
泊
の
幽
学
と
性
学
門
人
集
団

●
「
前
夜
」
を
中
心
と
す
る
門
人
集
団
の
成
立

③
前夜
組
織
の
活
動
と
幽
学
の
行
動

おわ
り
に

［論
文
要旨

］

　
大原
幽
学
は
、
近
世
後
期
の
東
総
地
域
に
お
い
て
、
「
性
学
」
と
呼
ば
れ
る
精
神
修
養
的
実
践
と
　
　
　
　
著
作
物
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
幽
学
の
顕
彰
過
程
の
中
で
、
実
践
の
す
べ
て
を
幽
学
に
帰
す
る
と
い
う

先
祖
株
組
合
な
ど
の
経
済
技
術
的
実
践
の
両
面
の
実
践
で
農
村
の
改
良
運
動
を
進
め
た
人
物
で
あ
る
。
　
　
　
方
法
論
に
も
問
題
が
あ
る
。
や
は
り
重
責
を
担
っ
た
長
部
村
の
遠
藤
良
左
衛
門
や
諸
徳
寺
村
の
菅
谷

幽
学
の
性
学
仕
法
と
呼
ば
れ
る
こ
れ
ら
の
実
践
は
優
れ
て
効
果
あ
る
実
践
と
し
て
、
農
民
間
で
評
価
　
　
　
　
又
左
衛
門
に
代
表
さ
れ
る
高
弟
た
ち
の
存
在
と
彼
ら
が
中
心
と
な
っ
て
作
り
だ
し
た
「
前
夜
」
に
代

さ
れ
、
多
く
の
門
人
を
獲
得
し
た
が
、
幕
府
の
嫌
疑
の
か
か
る
所
と
な
り
、
さ
ら
に
牛
渡
村
一
件
か
　
　
　
表
さ
れ
る
組
織
に
目
を
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
本
稿
で
は
、
東
総
一
帯
で
幽
学
が
活
動
を
お
こ

ら
始
ま
る
足
か
け
六
年
も
の
長
期
の
裁
判
に
及
び
、
最
後
は
、
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
に
自
殺
を
　
　
　
　
な
う
過
程
で
、
支
配
機
構
の
枠
組
み
を
越
え
て
つ
な
が
り
、
活
発
に
活
動
を
展
開
す
る
組
織
が
、
農

遂げ
た
。
本
稿
は
、
こ
の
幽
学
に
つ
い
て
易
や
人
相
、
あ
る
い
は
和
歌
な
ど
で
生
活
の
糧
を
得
て
い
　
　
　
民
自
ら
の
手
で
生
み
出
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
ど
の
よ
う
な
組
織
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
、
そ
の
具
体

た
漂
泊
期
か
ら
、
幽
学
の
説
く
性
学
が
東
総
地
域
、
特
に
長
部
村
を
中
心
に
興
隆
し
、
最
後
に
は
　
　
　
像
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
組
織
が
、
幽
学
の
活
動
を
支
え
、
教
導
所
で
あ
る
「
改
心
楼
」
を
建
設

「改
心楼
」
な
る
教
導
所
を
建
設
す
る
に
至
る
ま
で
の
時
期
の
、
特
に
幽
学
と
そ
の
門
人
集
団
を
明
　
　
　
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
「
改
心
楼
」
の
設
立
か
ら
牛
渡
村
一
件
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
点
で
、

ら
か
に
し
、
彼
ら
の
作
り
だ
し
た
組
織
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。
幽
学
の
説
く
性
学
が
、
　
　
　
幽
学
の
性
学
活
動
を
考
え
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
成
田
市
域
の
門
人
集
団
や
信
州
の
上
田
・

天

保後
期
か
ら
僅
か
数
年
で
六
〇
〇
人
以
上
の
門
人
を
獲
得
す
る
ま
で
に
至
っ
た
の
は
、
た
だ
単
に
　
　
　
小
諸
の
門
人
集
団
、
さ
ら
に
幽
学
の
江
戸
訴
訟
に
登
場
す
る
高
松
家
と
の
関
連
に
つ
い
て
も
明
ら
か

幽
学
個
人
の
活
動
だ
け
で
成
し
え
た
も
の
と
考
え
る
に
は
無
理
が
あ
る
。
ま
た
従
来
の
幽
学
関
係
の
　
　
　
に
し
た
。

3
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は
じ
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
大

原
幽
学
。
出
自
は
不
明
。
幽
学
の
行
動
が
最
も
詳
細
に
記
さ
れ
て
い
る
日
記
で

　
　
　
　
　
　
（
2
）

あ
る
「
口
ま
め
草
」
に
よ
れ
ば
、
文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
に
は
す
で
に
漂
泊
の
身

と
な
っ
て
い
る
。
幽
学
は
、
諸
国
を
流
浪
し
な
が
ら
旅
先
で
修
得
し
た
易
や
人
相
、

あ
る
い
は
和
歌
な
ど
で
生
活
の
糧
を
得
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
東
総
地
方
に

活
動
の
拠
点
を
移
す
頃
に
は
諸
国
で
得
た
知
見
を
も
と
に
、
精
神
修
養
的
実
践
と
経

済
技
術
的
実
践
の
両
面
を
持
つ
性
学
仕
法
と
言
わ
れ
る
独
自
の
農
村
改
良
運
動
を
始

め

る
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
実
践
は
、
天
保
期
の
疲
弊
し
た
東
総
地
域
の
村
落
に

お

い
て

優
れ
て

効
果
あ
る
実
践
と
し
て
評
価
さ
れ
、
幽
学
門
人
の
数
は
激
増
の
一
途

　
　
（
3
）

を
辿
る
。
し
か
し
、
や
が
て
幕
府
の
嫌
疑
の
か
か
る
所
と
な
り
、
安
政
五
（
一
八
五

八
）
年
に
自
殺
を
遂
げ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
な
ぜ
幽
学
の
説
く
性
学
が
天
保
期
（
一
八
三
〇
～
四
四
）
か
ら
東
総
地
域
に
広
が

り
を
見
せ
た
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
理
由
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
た
だ
単
に
幽
学
だ
け
の

活
動
だ

け
で
成
し
え
た
も
の
と
考
え
る
に
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
事
実
、
幽
学
の
生
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

よ
り
死
後
の
方
が
門
人
数
は
増
加
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
従
来
の
幽
学
関
係
著
作
に

見
受
け
ら
れ
る
一
般
的
な
傾
向
と
し
て
、
す
べ
て
の
実
践
を
幽
学
に
帰
す
る
よ
う
な

人

物
伝
的
な
歴
史
叙
述
で
は
、
幽
学
を
通
し
て
東
総
地
域
の
近
世
後
期
の
歴
史
的
状

況

を
総
体
と
し
て
捉
え
る
こ
と
は
困
難
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
に
は
幽
学
の
み
な
ら
ず
重

責
を
担
い
活
躍
し
た
高
弟
の
存
在
と
彼
ら
が
生
み
出
し
た
組
織
が
あ
っ
た
こ
と
が
予

想
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
活
動
全
般
に
も
眼
を
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
時
期
の

性
学
隆
盛
の
背
景
に
、
村
落
支
配
機
構
の
枠
組
み
を
越
え
て
、
農
民
自
ら
が
作
り
出

し
た
組
織
が
あ
り
、
結
果
的
に
は
、
そ
れ
が
体
制
か
ら
の
嫌
疑
を
生
み
、
幽
学
の
検

挙
、
さ
ら
に
江
戸
訴
訟
、
そ
し
て
最
後
は
幽
学
の
自
殺
へ
と
つ
な
が
っ
て
い
く
点
で

重
要
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
特
に
「
前
夜
」
と
い
わ
れ
る
組
織
、
幽
学
と
そ
の
高
弟

た
ち
を
中
心
と
し
た
組
織
の
存
在
に
焦
点
を
あ
て
て
、
組
織
の
概
要
、
成
立
、
活
動
、

他
の
組
織
と
の
関
係
な
ど
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
い
。

　
大
原

幽
学
に
つ
い
て
は
事
績
の
紹
介
か
ら
実
証
的
な
地
方
史
研
究
ま
で
多
く
の
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

作
が
世
に
生
み
出
さ
れ
て
き
て
い
る
。
特
に
先
祖
株
組
合
に
代
表
さ
れ
る
幽
学
の

数
々
の
実
践
は
性
学
仕
法
と
い
う
名
で
と
り
ま
と
め
ら
れ
研
究
対
象
と
さ
れ
て
き
た
。

「前
夜
」
と
呼
ば
れ
た
組
織
に
つ
い
て
も
同
様
で
、
初
期
に
は
幽
学
の
実
践
の
一
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

と
し
て
羅
列
的
・
個
別
的
に
紹
介
・
研
究
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

　
近
年
で
は
地
方
史
的
な
立
場
か
ら
、
堀
江
俊
次
氏
が
幽
学
死
後
の
組
織
的
展
開
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

つ
い
て

神
文
を
中
心
と
し
た
分
析
を
し
て
い
る
。
ま
た
藤
田
昭
造
氏
が
幽
学
生
前
か

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

ら
死
後
の
「
前
夜
」
組
織
の
拡
大
変
化
を
含
め
て
研
究
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

　
本
稿
で
取
り
上
げ
る
組
織
の
問
題
も
こ
う
し
た
有
益
な
先
行
研
究
の
成
果
を
踏
ま

え
て
、
性
学
仕
法
の
一
部
と
い
う
こ
と
で
個
別
に
検
討
が
な
さ
れ
て
き
た
性
学
組
織

と
い
う
も
の
を
、
幽
学
の
房
総
で
の
活
動
全
体
を
見
据
え
な
が
ら
、
主
要
門
人
の
性

学
運
動
の

展
開
と
と
も
に
考
察
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

　
ま
た
幽
学
の
活
動
を
考
え
る
上
で
、
幽
学
が
長
部
村
を
拠
点
と
し
て
後
世
に
そ
の

名
を
残
す
よ
う
な
活
動
を
す
る
以
前
は
、
日
本
各
地
を
転
々
と
流
浪
し
て
い
た
こ
と

を
視
野
に
入
れ
て
お
く
べ
き
で
あ
る
。
土
地
に
生
活
基
盤
を
持
つ
農
民
が
大
多
数
を

占
め
て
い
た
近
世
に
お
い
て
、
幽
学
の
よ
う
な
存
在
は
稀
で
あ
り
、
そ
の
実
態
に
つ

い
て

は
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
漂
泊

民
と
も
い
う
べ
き
幽
学
が
、
や
が
て
東
総
の
地
域
を
拠
点
と
し
て
活
動
し
て
い
く
よ

う
に
な
る
過
程
を
教
団
組
…
織
の
成
立
を
追
い
な
が
ら
明
ら
か
に
す
る
。
ア
ウ
ト
サ
イ

ダ
ー
で
あ
る
幽
学
が
、
情
報
ま
た
は
「
知
」
の
伝
達
者
と
し
て
、
こ
の
東
総
地
域
で

始
め
た
彼
の
「
仕
法
」
が
実
り
始
め
る
そ
の
過
程
を
幽
学
と
彼
を
支
え
た
主
要
な
門

人
集
団
を
含
め
て
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

0
漂
泊
の
幽
学
と
性
学
門
人
集
団

幽
学
は
房
総
地
域
に
は
い
っ
た
当
初
は
、
易
や
人
相
を
見
た
り
、
そ
し
て
や
が
て

40
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性
学
と
し
て
結
実
す
る
自
ら
の
教
説
を
説
く
な
ど
し
な
が
ら
各
地
を
漂
泊
す
る
生
活

を
続
け
て
い
る
。
土
地
と
い
う
生
産
基
盤
を
持
た
な
い
幽
学
は
、
ど
の
よ
う
な
方
法

で
糊
口

を
凌
い
で
い
た
の
か
。
幽
学
自
身
は
、
東
総
地
域
の
出
身
で
は
な
い
こ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

す
で
に
明
ら
か
さ
れ
て
い
る
。
幽
学
は
、
東
総
地
域
で
最
初
か
ら
長
部
村
を
拠
点
と

し
て
活
動
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
幽
学
が
初
め
て
房
総
の
地
を
踏
む
の
は
、
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
十
一
月
十
八

日
で
あ
る
。

　
「
口
ま
め
草
」
に
は
、

　
　
未
の
刻
浦
賀
に
着
船
、
紺
屋
に
宿
る
。
僕
是
よ
り
上
方
に
登
る
べ
き
旨
を
語
れ

　
　
ば
、
主
曰
く
、
此
海
三
り
の
渡
を
越
て
鋸
山
と
い
へ
る
銘
山
あ
り
、
行
き
て
一

　
　
覧
す
べ
し
と
。
強
い
て
勤
め
る
に
任
せ
、
そ
の
世
湊
の
沙
汰
す
れ
ば
、
明
早
朝

　
　
便
船
あ
り
と
い
ふ
。
明
る
十
八
日
早
朝
便
船
に
乗
り
、
巳
の
上
刻
百
子
村
に
着

　
　
き
ぬ
。
湊
屋
に
休
み
、
金
谷
村
を
打
過
ぎ
、
保
田
村
に
行
く
。
…
…
（
後
略
）

　
　
…
迦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

と
あ
り
、
幽
学
の
房
総
漂
泊
は
浦
賀
か
ら
船
に
乗
り
、
百
子
村
に
着
く
所
か
ら
始
ま

る
。
そ
れ
以
降
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
幽
学
の
書
き
残
し
た
日
記
に
よ
っ
て
知
る
こ

と
が
で
き
る
。
日
記
の
記
述
期
間
を
示
し
た
も
の
が
図
1
で
あ
る
。

　

図
1
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
幽
学
は
文
政
九
（
一
八
二
六
）
年
か
ら
安
政
五
（
一
八

五

八
）
年
ま
で
日
記
を
記
し
て
お
り
、
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
以
降
の
行
動
に
つ

い
て
幽
学
が
記
し
た
日
記
に
は
、
「
口
ま
め
草
」
、
「
道
の
記
」
、
「
性
学
日
記
」
、
「
諸

君
子
句
集
」
、
「
陸
奥
つ
れ
づ
れ
草
」
、
「
信
陽
道
の
記
」
、
「
玉
の
緒
か
ぞ
い
ろ
」
が
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

る
。
そ
れ
ぞ
れ
が
『
大
原
幽
学
全
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
「
諸
君
子
句
集
」
は

天
保
七

（
一
八
三

六
）
年
二
月
一
日
か
ら
二
月
八
日
ま
で
、
幽
学
が
性
学
門
人
を
連

れ
立
っ

て

磐
城

国
平
宿
ま
で
、
「
陸
奥
つ
れ
づ
れ
草
」
は
「
諸
君
子
句
集
」
の
後
を

受
け
て
三
月
四
日
に
松
澤
村
に
帰
着
す
る
ま
で
を
記
し
た
一
連
の
旅
日
記
で
あ
る
。

「信

陽
道
の
記
」
は
、
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
か
ら
嘉
永
三
（
一
八
五
〇
）
年
ま

で

の

信
州
へ
の
旅
日
記
、
「
玉
の
緒
か
ぞ
い
ろ
」
は
、
安
政
四
（
一
八
五
七
）
年
よ

り
安
政
五
（
一
八
五
八
）
年
ま
で
の
江
戸
で
の
滞
在
日
記
で
あ
る
。
従
っ
て
本
稿
で

東
総
で
の
生
前
の
幽
学
の
活
動
を
知
る
手
が
か
り
と
な
る
の
は
「
口
ま
め
草
」
、
「
道

の
記
」
、
「
性
学
日
記
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
三
点
の
日
記
に
つ
い
て
、
ま
ず
「
性
学
日
記
」
の
記
述
は
、
「
道
の
記
」
の

同
期
間
の
部
分
の
記
述
と
同
内
容
に
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
道
の
記
」
の
天
保
七

（
一
八
三

六
）
年
か
ら
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
の
部
分
が
「
性
学
日
記
」
と
い

う
名
称
で
重
複
し
て
『
大
原
幽
学
全
集
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た

口まめ草

道の記

性学日記

信陽道の記

玉の緒かぞいろ

諸君子句集

陸奥つれづれ草

日記類の記述期間

（典拠『大原幽学全集』）

図1

41



国立歴史民俗博物館研究報告

　第115集2004年2月

『大

原
幽
学
全
集
』
所
収
の
こ
の
三
点
の
日
記
を
原
文
書
と
比
較
検
討
さ
れ
た
松
澤

和
彦
氏
は
、
「
口
ま
め
草
」
は
幽
学
が
自
分
の
日
記
を
も
と
に
し
て
後
日
に
編
集
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
1
3
）

直
し
た
も
の
で
は
な
い
か
と
述
べ
て
い
る
。

　
『
大
原
幽
学
全
集
』
掲
載
の
「
道
の
記
」
は
、
原
文
書
か
ら
は
三
冊
の
日
記
を
つ

な
ぎ
あ
わ
せ
て
編
集
さ
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
目
録
表
題
に
は
「
天
保
四
年
よ
り
七
年

ま
で
の
錦
江
堂
日
記
」
と
あ
る
日
記
が
あ
り
、
記
述
期
間
が
天
保
四
（
一
八
三
三
）

年
一
月
一
日
か
ら
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
一
月
十
七
日
ま
で
の
三
年
間
で
、
こ
の

日
記
に
は
「
道
の
記
」
と
表
紙
に
書
か
れ
て
あ
る
。
続
い
て
目
録
表
題
に
「
初
テ
六

人
連
奥
州
行
日
記
其
他
御
日
記
」
と
あ
る
日
記
が
あ
り
、
記
述
期
間
が
天
保
七
二

八
三

六
）
年
一
月
二
十
九
日
か
ら
三
月
三
日
ま
で
の
も
の
で
、
こ
れ
は
別
編
と
し
て

『大

原
幽
学
全
集
』
に
「
諸
君
子
句
集
」
と
「
陸
奥
つ
れ
づ
れ
草
」
に
二
編
に
分
け

て

掲
載
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
目
録
の
表
題
に
「
天
保
六
年
三
月
よ
り
十
一
年
ま
で

の
御
日
記
」
と
あ
る
日
記
が
あ
り
、
こ
の
日
記
の
記
述
期
間
は
天
保
七
（
一
八
三
六
）

年
三
月
四
日
よ
り
天
保
十
一
（
一
八
四
〇
）
年
十
二
月
末
ま
で
の
日
記
と
な
っ
て
い

る
。
こ
の
日
記
に
は
幽
学
は
表
題
を
つ
け
て
い
な
い
。
そ
し
て
目
録
表
題
に
「
天
保

十
二
年
御
日
記
、
天
保
十
三
年
正
月
十
六
日
よ
り
奥
州
行
十
八
人
」
と
あ
る
日
記
が

あ
り
、
こ
の
日
記
の
記
述
期
間
は
、
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
一
月
一
日
よ
り
天

保

十
三
（
一
八
四
二
）
年
七
月
九
日
で
あ
る
。
幽
学
は
表
紙
に
「
種
々
日
記
」
と
題

し
て
い
る
。

　
以

上
、
「
初
テ
六
人
連
奥
州
行
日
記
其
他
御
日
記
」
を
除
い
た
「
天
保
四
年
よ
り

七
年
ま
で
の
錦
江
堂
日
記
」
、
「
天
保
六
年
三
月
よ
り
十
一
年
ま
で
の
御
日
記
」
、
「
天

保
十
二
年
御
日
記
、
天
保
十
三
年
正
月
十
六
日
よ
り
奥
州
行
十
八
人
」
の
三
点
の
日

記

を
つ
な
い
だ
も
の
が
、
図
1
の
②
の
「
道
の
記
」
と
な
る
。
「
初
テ
六
人
連
奥
州

行
日
記
其
他
御
日
記
」
を
含
め
て
原
典
の
四
点
す
べ
て
の
日
記
を
合
わ
せ
る
と
、
記

述

期
間
が
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
一
月
一
日
か
ら
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
七

月
九
日
ま
で
す
べ
て
つ
な
が
る
事
に
な
る
。

　

し
た
が
っ
て
「
道
の
記
」
と
表
紙
に
あ
る
の
は
最
初
の
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年

ま
で
の
日
記
で
あ
っ
て
、
こ
の
『
大
原
幽
学
全
集
』
所
収
の
日
記
で
あ
る
「
道
の
記
」

と
は
記
述
期
間
が
異
な
る
。
つ
ま
り
、
後
に
作
為
的
に
ま
と
め
ら
れ
、
こ
れ
を
性
学

の

道
と
で
も
い
う
べ
き
か
「
道
の
記
」
と
し
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
原
典
の
そ
れ

ぞ
れ

の

日
記
は
、
原
文
書
自
体
が
冊
子
で
あ
っ
た
も
の
を
、
綴
じ
代
の
部
分
と
袋
綴

じ
の
折
り
返
し
部
分
を
裁
断
し
、
巻
子
本
に
し
て
い
る
。
従
っ
て
現
存
す
る
原
典
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
　

体
が
既

に
加
工
さ
れ
た
状
態
で
あ
る
。
製
本
時
の
不
整
合
な
ど
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で

は
、
松
澤
氏
の
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
『
幽
学
全
集
』
所
収
の
「
道
の
記
」

と
原
文
書
と
を
照
合
し
な
が
ら
用
い
る
こ
と
と
し
た
。

　
さ
て
幽
学
が
房
総
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
て
か
ら
ど
の
よ
う
な
漂
泊
を
し
て
い
た

の

か
。
日
記
か
ら
み
る
具
体
的
な
記
述
内
容
に
つ
い
て
は
、
中
井
信
彦
『
大
原
幽

学
』
や
木
村
礎
編
『
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
が
詳
し
い
。
本
稿
で
は
こ
れ
ら
先
行

研
究
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
幽
学
の
漂
泊
を
東
総
地
域
と
そ
の
周
辺
に
わ
た
り
全
体
像

を
捉
え
る
こ
と
に
力
点
を
置
き
な
が
ら
そ
の
活
動
に
つ
い
て
考
察
を
加
え
た
い
と
考

え
る
。
そ
し
て
、
そ
の
後
の
性
学
組
織
と
の
関
連
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
か
ら
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
ま
で
一
年
ご
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

の

滞
在
村
を
調
べ
、
幽
学
の
足
跡
を
辿
っ
た
も
の
が
表
1
で
あ
る
。

　
幽
学
は
日
ご
と
に
確
実
に
日
記
を
つ
け
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
数
日
、
時
に
は

一
か

月
を
ま
と
め
て
書
い
て
い
た
こ
と
が
原
典
の
「
道
の
記
」
に
お
け
る
墨
色
や
書

風
の
様
子
か

ら
伺
え
る
。
年
ご
と
に
日
記
の
記
述
量
も
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。
表

に

記
載

さ
れ
て
い
る
事
以
外
に
も
多
く
が
隠
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
で
あ

る
。
幽
学
が
毎
日
丹
念
に
日
記
を
つ
け
て
い
た
と
は
考
え
に
く
い
た
め
、
全
体
を
み

る
こ
と
に
よ
り
大
き
く
活
動
の
地
域
的
特
徴
を
見
る
必
要
が
あ
る
。

　
房
総
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
の
頃
は
、
幽
学
は
東
総

地
域

に
ほ
と
ん
ど
足
を
踏
み
入
れ
て
い
な
い
。
内
房
か
ら
館
山
周
辺
を
中
心
に
江
戸

へ
戻

り
つ
つ
、
漂
泊
を
続
け
て
い
る
。
そ
れ
が
「
道
の
記
」
を
書
き
始
め
た
天
保
四

（
一
八
三

三
）
年
に
は
四
三
か
所
、
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
に
入
り
九
四
か
所
と
、

こ
の
頃
か
ら
本
格
的
に
東
総
地
域
一
帯
に
足
を
伸
ば
し
て
い
る
。
日
記
は
天
保
十
三

42
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表1　天保2年から13年までの幽学の訪問村一覧

天保2 3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10年 11年 12年 13年 合　計

磯ケ谷 1 1 2

松　　崎 1 3 1 4 1 10

真里谷 1 2 5 1 9

久留里 1 4 5

一　　宮 1 4 4 2 2 7 8 4 2 34

東　　金 2 1 2 1 1 1 8

植　　谷 3 3

屋　　形 1 5 1 17 1 4 29

殿部田 5 12 9 4 30

飯　　倉 1 8 7 3 19

飯　　高 2 2

八日市場 3 13 16 12 3 47

鏑　　木 11 8 1 1 21

松　　崎 1 4 5

長　　部 2 1 3 11 6 18 12 3 56

諸徳寺 2 7 3 3 13 17 22 6 3 76

松　　澤 2 14 4 1 8 5 1 35

桜　　井 1 2 4 7

布　　野 2 2

萬　　歳 7 2 9

府　　馬 2 2

小　　川 1 3 2 6

岡飯田 1 1

小見川 1 1 2 4 3 6 11 2 30

野　　田 3 1 2 1 7

北小川 1 1

宮　　原 3 3

阿玉川 1 1

小　　南 1 1

足　　川 1 1

十日市場 1 1 1 3

足　　洗 1 1 9 7 18

銚　　子 1 2 6 2 11

佐　　原 1 3 8 6 3 2 23

助　　澤 4 4

南　　城 6 2 8

汲　　上 2 1 3

鹿　　嶋 1 2 1 4

香　　取 1 1

潮　　来 2 2

神　　崎 1 1 2

並　　木 5 5

名　　木 1 2 3

成　　田 2 1 1 1 1 6

磯　　部 4 2 1 2 3 12

荒　　海 5 2 2 5 8 4 7 4 37

長　　沼 1 5 8 4 2 5 5 30

竜角寺 1 1 2

幡　　谷 1 2 5 1 9

合　　計 2 21 43 94 103 55 63 66 80 73 31 14 645

出典　「道の記」（『大原幽学全集』）と大原幽学記念館所蔵の「道の記」原典の日記類）。「口まめ草」（天保2～3年の部分）

　　　（『大原幽学全集』）。

註）　空欄は数値が0である。東総地域とその周辺の村落を中心にまとめている。
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（
一
八
四

二
）
年
の
一
月
よ
り
東
北
方
面
を
旅
行
し
、
長
部
に
帰
着
し
た
七
月
九
日

に
終
わ
っ
て
い
る
。
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
は
半
年
分
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

訪
問
村
の
数
は
少
な
い
。

　
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
か
ら
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
ま
で
の
間
に
東
総
地

域

と
そ
の
周
辺
に
確
認
で
き
る
だ
け
で
も
約
五
〇
か
村
を
訪
問
し
て
い
る
。
天
保
二

（
一
八

三
一
）
年
か
ら
年
を
追
う
ご
と
に
東
総
地
域
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ
と
が
多

く
な
っ
て
く
る
。
そ
し
て
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
頃
か
ら

　
①
長

部
村
や
諸
徳
寺
村
を
中
心
と
す
る
地
域

　
②
磯
部
村
や
荒
海
村
を
中
心
と
す
る
地
域

の

二

つ

に
大
き
な
拠
点
が
形
成
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
天
保
十
一

二

八

四
〇
）
年
以
降
は
、
東
総
が
活
動
の
主
要
舞
台
と
な
り
、
①
と
②
の
二
つ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

地

域
以
外

に
佐
原
と
小
見
川
が
加
わ
っ
て
く
る
。

　
全
体
を
通
し
て
、
定
住
に
は
ほ
ど
遠
く
絶
え
間
な
く
移
動
し
な
が
ら
漂
泊
の
生
活

を
す
る
幽
学
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
東
総
地
域
で
は
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
で

は
一
年
間
に
六
三
回
、
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
で
は
六
六
回
と
滞
在
場
所
を
移
動

し
て
い
る
。
ま
た
頻
繁
に
訪
問
し
て
い
る
の
は
、
諸
徳
寺
村
で
七
六
回
、
次
に
長
部

村
の
五
六
回
、
続
い
て
長
沼
村
の
三
七
回
と
そ
の
後
の
性
学
活
動
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
担
う
門
人
の
村
々
で
あ
る
。

　

ま
た
幽
学
の
行
動
パ
タ
ー
ン
の
特
徴
も
伺
え
る
。
ま
ず
拠
点
と
な
る
村
が
房
総
諸

地
域

に
点
在
し
て
お
り
、
そ
の
拠
点
と
な
る
村
か
ら
近
隣
の
村
へ
足
を
伸
ば
し
て
は
、

ま
た
元
の
拠
点
の
村
へ
戻
る
と
い
う
パ
タ
ー
ン
で
、
し
ば
ら
く
拠
点
と
な
る
村
の
周

辺
の
村
を
周
遊
し
な
が
ら
、
あ
る
時
期
に
大
き
く
次
の
拠
点
と
な
る
村
に
移
動
し
、

ま
た
そ
の
地
で
周
辺
の
村
を
周
遊
す
る
と
い
う
行
動
を
と
っ
て
い
る
。
拠
点
と
な
る

村

は
、
お
そ
ら
く
延
べ
十
数
回
に
の
ぼ
る
滞
在
回
数
を
持
つ
村
と
考
え
ら
れ
る
。
表

1
で
は
松
崎
村
、
一
宮
村
、
屋
形
村
、
殿
部
田
村
、
八
日
市
場
村
と
表
中
に
順
々
に

見
い
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
各
村
ご
と
に
滞
在
先
は
同
じ
知
人
宅
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
神
職
者
や
陰
陽
師
の
よ
う
な
宗
教
者
や
僧
侶
、
長
沼
村
の
本
多
元
俊
の
よ

う
な
医
者
、
そ
し
て
村
々
の
上
層
農
で
あ
り
、
幽
学
は
こ
の
よ
う
な
村
に
お
け
る
富

裕
で

あ
り
、
知
識
や
教
養
の
あ
る
階
層
に
位
置
す
る
人
々
の
も
と
に
漂
泊
の
文
人
と

し
て
一
宿
を
求
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
表
1
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
長
く
逗
留
す

る
こ
と
の
な
い
こ
と
が
多
く
の
滞
在
村
の
存
在
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　

ま
た
幽
学
は
神
文
と
称
す
る
一
筆
を
発
行
し
て
い
る
。
神
文
は
幽
学
と
そ
の
門
人

と
の
関
係
を
示
す
入
門
許
可
状
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
門
人
と
し
て
守
る
べ
き
こ

と
を
神
に
誓
う
形
式
で
発
行
さ
れ
て
い
る
。
幽
学
は
人
相
、
易
術
、
神
宝
秘
事
、
祈

禧
法
、
そ
し
て
性
学
と
内
容
の
異
な
る
神
文
を
発
行
し
て
い
る
。
性
学
に
関
し
た
も

の

で

も
「
道
友
加
入
」
「
同
門
加
入
」
な
ど
多
少
文
言
が
異
な
っ
て
い
る
。
お
そ
ら

く
各
地
を
漂
泊
し
て
い
た
幽
学
に
と
っ
て
は
、
神
文
は
幾
許
か
の
路
銀
を
手
に
入
れ

る
た
め
の
手
段
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
ろ
う
。
こ
の
神
文
の
内
容
に
よ
っ
て
、
幽
学
が

東
総
に
お
い
て
何
を
も
っ
て
生
活
の
糧
と
し
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
幽

学
が
生
前
に
発
行
し
た
神
文
に
つ
い
て
は
、
過
去
『
旭
市
史
』
で
分
析
が
行
わ
れ
て

　
（
1
7
）

お
り
、
今
回
は
そ
れ
以
後
、
新
し
く
見
つ
か
っ
た
神
文
を
含
め
て
の
六
一
八
通
に
つ

い
て

新
た
に
作
り
直
し
た
も
の
が
、
表
2
で
あ
る
。
表
1
と
比
較
検
討
し
な
が
ら
幽

学
の
活
動
を
探
る
こ
と
に
す
る
。

　

幽
学
が
房
総
地
方
で
活
動
を
始
め
た
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
か
ら
天
保
三
二

八
三

二
）
年
ま
で
の
神
文
に
、
性
学
に
つ
い
て
の
も
の
は
な
い
。
こ
の
段
階
で
は
明

ら
か
に
人
相
や
易
な
ど
が
生
計
の
主
た
る
手
段
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
幽
学
が

性
学

に
つ
い
て
の
神
文
を
出
し
は
じ
め
る
の
は
天
保
四
（
一
八
三
三
）
年
で
、
五
通

で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
時
期
で
も
全
体
の
二
五
通
の
神
文
の
う
ち
の
五
分
の
一
で

し
か
な
い
。
こ
れ
ら
五
通
の
性
学
神
文
は
す
べ
て
長
沼
村
の
門
人
に
対
し
て
の
も
の

で

あ
る
。
そ
れ
か
ら
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
に
一
〇
通
、
天
保
六
（
一
八
三
五
）

年
に
は
二
三
通
と
な
る
。
表
1
と
対
比
す
る
と
、
天
保
五
年
は
年
間
九
四
か
所
、
天

保
六
年
は
年
間
一
〇
三
か
所
と
幽
学
が
積
極
的
に
東
総
の
地
を
漂
泊
し
て
い
た
時
期

と
一
致
す
る
。
こ
れ
以
降
、
性
学
の
神
文
が
増
え
始
め
、
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年

以

降
は
す
べ
て
が
性
学
の
神
文
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
性
学
は
、
は
じ
め
荒
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表2　幽学生前の神文内容・年代別一覧

神文内容
文
政
1

11 12

天
保
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

弘
化
1

2 3 4

嘉
永
1

2 3 4 5 6 7

安
政
2 3 4 5

不

明
合計

易術・秘事・易伝 3 5 4 2 1 1 16 5 2 39

神宝・秘事・十種 1 1

祈幡法 1 4 5

人相・観相 1 1 3 19 58 32 5 8 127

家名相続 3 3

性学同門
性学道友

5 10 23 31 35 89 47 7 21 4 10 18 16 15 17 8 11 25 14 7 8 5 7 5 4 1 443

合計 3 7 8 1 1 5 25 69 74 41 45 89 47 7 21 4 10 18 16 15 17 8 11 25 14 7 8 5 7 5 4 1 618

出典　干潟町教育委員会編『大原幽学関係資料調査報告書』（平成2年）

註）　空欄は数値が0である。

表3　天保7年における幽学門人集団

集団名 人数 補足

足洗村 8 筆頭は千本松陸奥

松澤組 39 筆頭は宇井出羽守、遠藤良左衛門は
この集団に属していた

小見川連 19 筆頭は高木彦兵衛

長沼村組 23 筆頭は本多元俊

殿部多村 2 南陽道人、藤田桂助

飯倉村 1 椎名旋蔵

合　計 92 海
村
や
長
沼
村
周
辺
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
や
が
て
長
部
村
や
諸
徳
寺
村
を
中
心
と
す

る
地
域
で
、
か
な
り
積
極
的
に
受
け
入
れ
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次

に
幽
学
が
こ
の
性
学
と
称
す
る
も
の
を
説
き
始
め
る
よ
う
に
な
っ
た
初
期
の
段

階
で
地
域
の
村
々
で
ど
の
よ
う
な
組
織
集
団
が
形
成
さ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
、

こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
は
あ
る
が
、
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
人
物
集

団
が
出
現
し
て
い
る
史
料
に
若
干
の
手
が
か
り
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

『大
原
幽
学
全
集
』
に
も
掲
載
さ
れ

　
そ
れ
は
「
連
中
誓
約
の
事
」
と
い
う
史
料
で

て

い

る
。
『
大
原
幽
学
全
集
』
解
説
に
は
、
幽
学
が
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
八
月

二

十
二
日
に
、
後
事
を
託
し
て
訣
別
し
、
翌
日
上
方
へ
出
発
し
た
の
で
、
道
友
は
深

く
、
こ
れ
を
惜
し
み
、
九
二
名
が
連
署
を
以
て
誓
約
し
、
幽
学
の
永
住
を
願
い
求
め

た
も
の
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
文
書
の
前
半
部
分
、
そ
し
て
後
半
部
分
に
は

幽
学
が
道
友
た
ち
の
連
名
誓
約
と
そ
れ
に
対
し
て
添
え
た
奥
書
が
付
い
て
い
る
。

　
「
連
中
誓
約
之
事
」
よ
り
作
成
し
た
表
3
よ
り
、
こ
の
連
名
誓
約
に
出
て
く
る
九

二
名
は
、
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
十
月
の
時
点
で
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
集
団
に

な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
集
団
は
六
組
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
ま
ず
足
洗
村
が
八
名
、
こ
の
筆
頭
は
千
本
松
陸
奥
（
神
主
）
と
あ
る
。

　
蔵出典　「連中誓約の事」（天保7年

　　文書）

大原幽学記念館所

次

に
三
九
名
の
署
名
が
あ
る
「
松
澤
組
」
で
あ
る
。
筆
頭
に
は
宇
井
出

羽
守
（
神
主
）
で
あ
る
。
こ
の
中
に
は
遠
藤
良
左
衛
門
の
名
も
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

次

に
「
小
見
川
連
」
と
い
う
名
で
一
九
名
、
こ
の
筆
頭
は
高
木
彦
兵
衛

で

あ
る
。
次
に
「
長
沼
村
組
」
と
し
て
二
三
名
、
筆
頭
は
本
多
元
俊

　
　
　
　
　
（
2
1
）

（医
者
）
で
あ
る
。
次
に
殿
部
多
村
で
二
名
、
南
陽
道
人
（
陰
陽
師
）
と

藤
田
桂
助
で
あ
る
。
こ
の
南
陽
道
人
は
こ
の
連
名
誓
約
の
連
名
部
分
で

は
、
一
番
最
初
に
書
か
れ
て
お
り
、
連
名
誓
約
の
発
起
人
的
な
役
割
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

果
た
し
て
い
る
。
そ
し
て
最
後
に
飯
倉
村
の
椎
名
旋
蔵
の
名
前
が
あ
る
。

　
以

上
、
こ
の
「
連
中
誓
約
之
事
」
か
ら
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
の

時
点
で
は
、
九
二
名
も
の
門
人
を
獲
得
し
活
動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と

が

わ
か
る
。
後
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
遠
藤
良
左
衛
門
を
中
心
と
す
る
組
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織

は
六
つ
の
グ
ル
ー
プ
の
ひ
と
つ
で
し
か
な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　
ま
た
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
か
ら
七
年
に
か
け
て
の
二
年
間
の
幽
学
の
足
跡
に

つ
い

て
、
天
保
六
年
は
、
ほ
ぼ
下
総
国
を
出
る
こ
と
は
な
い
こ
と
が
日
記
よ
り
判
明

す
る
。
一
年
間
を
房
総
地
域
で
過
ご
し
、
松
澤
村
に
は
一
四
回
、
飯
倉
村
に
は
八
回
、

長

沼
村
に
は
八
回
と
い
う
よ
う
に
滞
在
す
る
村
が
限
ら
れ
て
い
る
。
し
か
も
そ
れ
は

前
述
の
「
連
中
誓
約
の
事
」
に
お
い
て
署
名
し
て
い
る
九
二
名
の
門
人
を
分
け
た
グ

ル

ー
プ
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
天
保
七
（
一
八
三
六
）
年
の
後
半
部
分
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

八
月
に
上
方
行
き
の
た
め
に
仲
間
に
別
れ
を
告
げ
た
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

実

際
に
は
船
橋
を
経
由
し
て
江
戸
へ
向
か
っ
て
い
る
。
上
方
に
は
行
か
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

②
「
前
夜
」
を
中
心
と
す
る
門
人
集
団
の
成
立

　
幽
学
の
自
筆
の
日
記
で
あ
る
「
口
ま
め
草
」
に
よ
る
と
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年

八
月
三
日
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

　
　
長
部
村
名
主
よ
り
性
学
講
演
を
申
し
来
る

と
記
さ
れ
て
お
り
、
お
そ
ら
く
初
め
て
長
部
村
の
地
を
訪
れ
た
の
は
、
こ
の
天
保
六

（
一
八
三

五
）
年
八
月
三
日
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
後
何
回
か
逗
留
し
た
後
、

天
保
八

（
一
八
三

七
）
年
の
九
月
に
長
部
村
の
遠
藤
良
左
衛
門
家
に
迎
え
入
れ
ら
れ

て

い

る
。
そ
し
て
以
後
は
こ
の
遠
藤
家
と
密
接
な
関
係
を
持
ち
、
こ
こ
を
拠
点
と
し

て

活
動
を
展
開
す
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、
天
保
九
（
一
八
三
八
）
年
九
月
に
先

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

祖
株
組
合
が
結
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
九
月
に
は
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

学
の
草
庵
が
遠
藤
家
の
敷
地
内
に
作
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
こ
う
し
て
幽
学

が
遠
藤
家
に
迎
え
入
れ
ら
れ
る
形
で
長
部
村
を
拠
点
と
し
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
る
。

そ
の
意
味
で
天
保
八
（
一
八
三
七
）
年
が
、
東
総
地
域
に
お
い
て
長
部
村
が
性
学
の
中

心

と
な
っ
て
い
く
大
き
な
転
換
点
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
そ
れ
ま
で
は
幽

学
が
周
遊
し
な
が
ら
東
総
地
域
の
各
拠
点
に
出
向
い
て
い
く
と
い
う
形
式
か
ら
、
長

部
村
に
幽
学
を
求
め
て
門
人
が
集
ま
る
と
い
う
形
式
に
変
化
し
始
め
る
か
ら
で
あ
る
。

　
そ
し
て
そ
の
中
で
作
ら
れ
て
い
っ
た
組
織
に
「
前
夜
」
と
呼
ば
れ
た
組
織
が
あ
る
。

こ
の
組
織
に
つ
い
て
、
後
の
幽
学
在
世
期
に
お
け
る
性
学
活
動
の
中
心
的
な
役
割
を

果

た
す
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
組
織
は
ど
の
よ
う
な
構
成
員
か
ら
な
っ
て
い
た
の
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
、
遠
藤
家
文
書
の
「
定
」
と
菅
谷
家
文
書
の
「
前
夜

　
　
（
2
8
）

繰
替
改
」
の
両
文
書
よ
り
明
ら
か
に
な
っ
た
構
成
員
を
一
覧
に
し
た
も
の
が
表
4
で

あ
る
。
○
印
が
出
席
を
許
可
さ
れ
て
名
前
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た

補
足
事
項

に
は
各
人
の
デ
ィ
テ
ー
ル
を
簡
単
に
記
し
た
。

　

こ
れ
ら
両
文
書
の
作
成
時
期
に
つ
い
て
は
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
両
方
の
文
書
に

登
場
す
る
人
物
と
し
て
こ
の
中
に
遠
藤
良
左
衛
門
の
父
親
に
あ
た
る
伊
兵
衛
が
い
る
。

こ
の
伊
兵
衛
は
安
政
三
（
一
八
五
六
）
年
一
月
十
一
日
に
死
去
し
て
い
る
。
幽
学
が

切
腹

し
た
の
が
安
政
五
（
一
八
六
四
）
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
両
文
書
と
も
幽
学
在

世
中
の
も
の
と
判
断
で
き
る
。
ま
た
「
改
」
の
方
に
は
辰
の
六
月
十
六
日
と
あ
り
、

安
政
三
年
一
月
に
伊
兵
衛
が
死
去
し
て
い
る
こ
と
。
天
保
三
（
一
八
三
二
）
年
に
は
、

ま
だ
長
部
村
で
の
性
学
が
始
ま
っ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
「
改
」
は
、
天
保
十
五

（
一
八
四

四
）
年
の
作
成
と
判
断
で
き
る
。
そ
し
て
両
文
書
の
終
わ
り
に
は
「
右
名

前
之
外
前
夜
出
席
一
切
無
用
也
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
木
村
礎
氏
は
二
代
目
の
指
導

者
と
い
う
べ
き
遠
藤
良
左
衛
門
と
幽
学
の
性
学
の
異
質
性
を
早
く
か
ら
指
摘
し
て
い

る
。
特
に
遠
藤
良
左
衛
門
時
代
の
末
期
に
は
「
密
室
的
宗
教
性
」
を
帯
び
て
い
る
と

　
　
　
（
2
9
）

し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
密
室
的
部
分
の
端
緒
が
、
す
で
に
こ
の
前
夜
組
織
に
も
現

れ
て

い
る
。

　
全
体
と
し
て
ま
ず
、
表
4
に
書
か
れ
て
あ
る
人
物
名
は
、
家
を
表
記
し
て
あ
る
の

で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
個
人
を
意
識
し
て
記
し
て
あ
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
例
え
ば

遠
藤
家
で
は
伊
兵
衛
と
孫
の
良
助
の
二
名
が
個
人
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
林
伊

兵
衛
も
子
供
の
金
之
助
と
両
名
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ
の
文
書
は
家

で

は
な
く
あ
く
ま
で
個
人
を
対
象
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か

も
か
な
り
年
齢
的
に
も
若
い
者
が
加
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
、
幼
名
が
多
く
記
載
さ
れ
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て

い

る
こ
と
か
ら
判
断
で
き
る
。

　

ま
た
こ
の
前
夜
組
織
の
構
成
員
に
は
女
性
の
名
前
は
一
人
も
な
い
。
こ
れ
ま
で
幽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

学
の

性
学

に
お
い
て
女
性
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
強
調
し
て
書
か
れ
た
論
考
も

あ
る
が
、
こ
の
前
夜
組
織
に
関
す
る
か
ぎ
り
、
女
性
は
参
加
し
て
は
い
な
い
の
で
あ

る
。
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
以
降
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
集
ま
る
こ
の
前
夜
組
織

に
女
性
が
一
人
も
参
加
し
て
い
な
い
事
実
は
、
改
め
て
女
性
と
い
う
も
の
を
幽
学
の

性
学
の
全
体
像
の
中
か
ら
位
置
づ
け
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

幽
学
は
男
性
と
女
性
、
大
人
と
子
供
を
分
け
て
そ
れ
ぞ
れ
が
家
に
お
い
て
果
た
す
役

割
を
重
要
視
し
て
き
た
面
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
独
自
の
仕
法
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。

女
性
の
み
を
捉
え
れ
ば
、
近
世
農
村
社
会
で
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
で
き
る
よ
う
な
史
料

に
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
が
、
全
体
の
中
か
ら
そ
の
相
対
的
位
置
を
考
え
る
に
、
女

性

は
良
妻
賢
母
主
義
の
枠
組
み
を
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
や
は

り
、
個
人
、
個
人
を
門
人
と
し
て
把
握
し
て
い
く
方
向
性
が
、
相
対
的
に
女
性
や
子

供
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
て
い
く
と
い
う
結
果
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
1
）

　

さ
ら
に
大
原
幽
学
は
こ
の
両
文
書
に
は
記
載
さ
れ
て
い
な
い
。
幽
学
の
遺
し
た

「道
の
記
」
に
も
「
前
夜
」
と
い
う
言
葉
は
出
て
こ
な
い
。

　
同
様
に
し
て
二
代
目
教
主
と
な
る
遠
藤
良
左
衛
門
の
名
前
も
な
い
。
と
い
う
よ
り
、

こ
の
前
夜
組
織
の
成
立
の
中
心
人
物
が
ま
さ
に
遠
藤
良
左
衛
門
で
あ
る
可
能
性
も
高

い
。
最
重
要
人
物
で
あ
る
大
原
幽
学
と
遠
藤
良
左
衛
門
の
名
前
は
こ
の
二
点
の
文
書

に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
す
で
に
別
格
の
存
在
に
な
っ
て
い
た
も
の
と

考
え
、
こ
の
時
期
に
は
す
で
に
遠
藤
良
左
衛
門
は
幽
学
に
並
び
、
こ
の
組
織
の
成
立

に
深
く
関
与
し
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
表
4
中
の
A
か
ら
D
の
そ
れ
ぞ
れ
の
グ
ル
ー
プ
の
概
要
と
特
に
主
要
な
門
人

に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
。
こ
の
教
団
組
織
は
、
数
か
村
に
も
ま
た
が
る
村
々
の
門

人

で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
支
配
機
構
の
枠
組
み
を
越
え
た
組
織
的
結
合
と
な
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
（
3
2
）

る
の
が
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
東
総
地
域
一
帯
の
荒
廃
状
況
の
中
で
の
村
落

共

同
体
の
再
建
を
旨
と
し
て
作
ら
れ
た
組
織
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
事
は
済
ま
な
い

は
ず
で
あ
る
。

　

ま
た
表
4
の
各
人
物
の
特
定
に
つ
い
て
は
、
少
な
か
ら
ず
同
名
の
も
の
が
近
隣
諸

村

に
多
く
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
各
家
ご
と
に
世
代
交
代
で
同
名
を
用
い
て
い
る
場

合
が
多
い
こ
と
、
幼
名
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、
年
齢
ご
と
に
改
名
し
て
い
る
こ
と
な

ど
の
理
由
か
ら
こ
の
集
団
］
覧
に
あ
る
す
べ
て
の
門
人
に
つ
い
て
の
正
確
な
把
握
は

困
難
で
あ
る
が
、
他
の
幽
学
関
係
文
書
を
通
し
た
性
学
門
人
の
活
動
か
ら
あ
る
程
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

確
定
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
。

　

A
グ
ル
ー
プ
は
、
「
前
夜
出
席
勝
手
次
第
」
と
書
か
れ
て
お
り
、
俗
に
長
老
格
の

人
物
と
思
わ
れ
る
。
以
前
に
は
指
導
力
を
発
揮
し
て
い
た
者
た
ち
で
あ
る
が
、
現
在

は
年
齢
的
に
あ
る
い
は
病
気
等
で
会
合
に
は
積
極
的
に
参
加
す
る
こ
と
は
な
い
よ
う

な
人
物
集
団
と
考
え
ら
れ
る
。
「
定
」
も
「
改
」
も
同
じ
メ
ン
バ
ー
が
記
さ
れ
て
い

る
。
遠
藤
伊
兵
衛
、
貞
助
、
林
伊
兵
衛
の
三
名
で
あ
る
。

　
番
号
1
の
遠
藤
伊
兵
衛
は
長
部
村
名
主
で
、
そ
の
子
が
二
代
目
の
教
主
と
な
る
遠

藤
良
左
衛
門
で
あ
る
。
伊
兵
衛
は
、
安
永
八
（
一
七
七
九
）
年
の
生
ま
れ
で
、
安
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
4
）

三

（
一
八
五

六
）
年
一
月
に
死
去
し
て
い
る
。
従
っ
て
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年

当
時
で
六
〇
歳
で
あ
る
。

　

2
の
貞
助
は
誰
な
の
か
。
貞
助
と
名
の
あ
る
人
物
と
し
て
、
木
村
礎
氏
は
高
木
貞

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
5
）

助
と
い
う
人
物
を
「
門
人
群
像
」
の
中
で
紹
介
し
て
い
る
。
文
化
四
～
五
（
一
八
〇

七

～
一
八
〇
八
）
年
頃
の
生
ま
れ
で
長
部
村
の
百
姓
。
性
質
は
短
気
・
我
儘
・
痛
性
、

些
細
な
こ
と
で
急
に
腹
を
立
て
、
人
に
刃
物
を
投
げ
つ
け
る
よ
う
な
自
制
心
の
欠
け

た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
幽
学
と
良
左
衛
門
の
熱
心
な
指
導
で
改
心
し
、
以
後
、
農
業

に
丹
精
し
、
諸
方
よ
り
子
弟
を
預
り
、
教
導
し
、
多
く
の
者
が
改
心
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
後
に
醜
い
病
に
侵
さ
れ
、
顔
面
が
膿
た
だ
れ
て
、
人
に
会
う
こ
と
も
揮
ら

れ

る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
、
従
来
は
改
心
楼
下
に
住
ん
で
い
た
の
で
あ
る
が
転
居
し

た
と
し
て
紹
介
し
て
い
る
。
「
景
物
集
」
に
も
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
八
月
二
十

九

日
に

　
　
貴
様
事
、
長
々
病
気
身
分
に
而
、
當
年
耕
村
内
に
秀
而
被
致
出
精
、
於
予
は
悦
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（
3
6
）

　
　
不
過
之
候
。
依
而
爲
褒
美
と
進
之
者
也
。

と
表
彰
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ
に
は
「
高
木
貞
助
殿
」
と
あ
る
。
ま
た
性
学
神
文
を
安

政
七

（
一
八
六

〇
）
年
十
一
月
に
入
れ
て
お
り
、
「
長
部
村
高
木
貞
助
殿
」
と
し
て

　
（
3
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

あ
る
。
こ
の
貞
助
と
い
う
人
物
名
は
、
「
仕
事
割
控
」
と
い
う
史
料
に
も
出
て
く
る
。

こ
の
史
料
は
大
原
幽
学
が
計
画
的
農
業
指
導
を
お
こ
な
う
た
め
に
作
成
し
た
も
の
で

あ
る
が
、
こ
の
中
に
家
内
人
数
と
し
て
「
父
親
・
母
親
・
本
蔵
・
貞
助
・
与
三
郎
・

正
吉
こ
え
川
・
き
よ
・
つ
ね
・
こ
う
」
と
あ
り
、
本
蔵
は
遠
藤
良
左
衛
門
の
こ
と
で

あ
り
、
次
に
書
か
れ
て
あ
る
貞
助
と
い
う
の
が
こ
の
人
物
な
の
か
。
し
か
し
こ
こ
に

書
か
れ
て
い
る
の
は
遠
藤
家
の
労
働
力
把
握
と
し
て
の
名
前
で
あ
り
、
家
族
を
記
し

た
も
の
で
は
な
い
可
能
性
も
あ
る
。
長
部
村
に
は
宗
門
人
別
帳
が
現
存
し
て
い
な
い
。

良
左
衛
門
の
弟
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
弟
で
あ
れ
ば
遠
藤
貞
助
と
さ
れ
る
べ
き
と
こ

ろ
が
「
改
」
に
は
長
部
貞
助
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
嘉
永
四
（
一
八
五
一
）
年
の
長

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
9
）

部
村
の
名
寄
帳
に
も
貞
助
と
い
う
名
前
は
な
い
。
遠
藤
家
の
小
作
人
と
も
考
え
ら
れ

る
が
、
他
の
二
人
で
あ
る
遠
藤
伊
兵
衛
と
林
伊
兵
衛
の
社
会
的
立
場
か
ら
す
る
と
A

グ
ル
ー
プ
に
列
挙
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
不
思
議
で
あ
る
。
木
村
氏
の
言
う
高
木
貞
助

だ

と
す
れ
ば
、
前
述
の
病
気
と
の
関
連
で
こ
の
グ
ル
ー
プ
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
の
か

も
知
れ
な
い
。
高
木
貞
助
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
三
七
～
三
八
歳
前
後
の
年
齢
で

あ
る
。

　

3
の
林
伊
兵
衛
は
幽
学
を
は
じ
め
と
す
る
長
部
村
の
性
学
道
友
の
中
で
は
パ
ト
ロ

ン
的
な
存
在
で
、
寛
政
六
（
一
七
九
四
）
年
生
ま
れ
、
明
治
三
（
一
八
七
〇
）
年
に

七
七
歳
で
死
去
。
海
上
郡
十
日
市
場
村
で
近
隣
四
か
村
の
割
元
名
主
を
勤
め
た
村
内

最
有
力
の
地
主
で
あ
る
。
伊
兵
衛
の
子
が
正
太
郎
で
、
こ
の
子
が
幼
い
た
め
に
諸
徳

寺
の
菅
谷
幸
左
衛
門
が
娘
婿
と
し
て
迎
え
ら
れ
て
い
る
。
幸
左
衛
門
が
性
学
を
二
人

に
勧
め
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
長
部
村
の
改
革
に
は
多
額
の
資
金
を
融
通
し
て
い
る

人

物
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
伊
兵
衛
は
天
保
十
二
（
一
八
四
一
）
年
に
父
又
左
衛
門
の

死

去
後
、
諸
徳
寺
村
に
妻
子
を
連
れ
て
も
ど
る
ま
で
の
間
、
菅
谷
幸
左
衛
門
の
義
父

で

あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
当
時
五
一
歳
で
あ
る
。

　

B
グ
ル
ー
プ
は
、
小
前
夜
、
中
前
夜
、
大
前
夜
に
出
席
で
き
る
者
。
小
前
夜
、
中

前
夜
、
大
前
夜
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
名
前
が
組
み
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
B
グ
ル
ー

プ

が
、
そ
の
構
成
員
た
ち
の
そ
の
後
の
活
動
か
ら
見
る
限
り
、
実
質
的
に
も
っ
と
も

精
力
的
に
活
動
し
て
い
た
上
級
幹
部
集
団
と
考
え
ら
れ
る
。

　
ま
ず
4
の
小
前
夜
筆
頭
に
書
か
れ
て
い
る
左
源
司
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
は
、
天

保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
に
林
伊
兵
衛
か
ら
金
三
〇
両
を
新
た
な
教
導
所
で
あ
る
改

心
楼
設
立
の
た
め
に
借
り
受
け
た
と
す
る
借
金
証
文
に
「
長
部
村
良
左
衛
門
、
諸
徳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
0
）

寺
村
又
左
衛
門
、
桜
井
村
左
源
司
」
と
あ
る
。
神
文
に
つ
い
て
も
天
保
九
（
一
八
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

八
）
年
九
月
十
九
日
に
性
学
同
門
と
し
て
「
桜
井
村
左
源
司
」
と
あ
る
。
こ
の
桜
井

村
の
左
源
司
に
つ
い
て
は
そ
の
後
の
門
人
の
活
動
に
は
全
く
登
場
し
な
く
な
る
人
物

で

あ
る
。
そ
れ
は
桜
井
村
の
幽
学
生
前
門
人
が
三
〇
人
で
あ
っ
た
の
が
、
そ
の
死
後

の
入

門
者
が
七
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ
と
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ

　
（
W
）
°

、

つ
カ

　

5
は
諸
徳
寺
村
の
菅
谷
又
左
衛
門
で
あ
る
。
菅
谷
又
左
衛
門
は
遠
藤
良
左
衛
門
の

次

に
位
置
す
る
ほ
ど
の
高
弟
の
一
人
で
あ
る
。
諦
は
政
興
と
言
い
、
文
化
十
四
二

八
一
七
）
年
生
ま
れ
、
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年
十
二
月
二
十
一
日
、
四
八
歳
で
死

　
　
　
　
（
4
3
）

去

し
て
い
る
。
又
左
衛
門
は
菅
谷
家
の
世
襲
名
で
あ
る
。
名
主
・
組
頭
を
勤
め
た
上

層
農
で
あ
り
、
先
祖
株
組
合
な
ど
の
経
済
的
な
性
学
仕
法
の
金
融
面
を
担
当
し
た
。

こ
の
菅
谷
家
が
林
家
や
岩
井
家
と
も
姻
戚
関
係
に
あ
っ
た
こ
と
が
、
両
家
の
性
学
加

入

に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
、
同
時
に
そ
れ
が
資
金
面
で
多
大
な
貢
献
と
な
っ
て
現

れ
て

い

る
こ
と
を
考
え
る
と
、
又
左
衛
門
は
教
団
組
織
の
経
済
的
な
支
援
者
と
し
て

欠
く
べ
か
ら
ざ
る
存
在
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

　

6
の
幸
左
衛
門
は
菅
谷
又
左
衛
門
の
実
弟
で
あ
る
。
文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
生

ま
れ
、
明
治
三
十
五
（
一
九
〇
二
）
年
十
二
月
二
十
日
に
八
二
歳
で
死
去
し
て
い
る
。

天
保
九

（
一
八
三

入
）
年
十
八
歳
の
時
に
、
海
上
郡
十
日
市
場
村
の
林
伊
兵
衛
家
の

婿

と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
伊
兵
衛
が
病
気
が
ち
で
あ
り
、
子
の
正
太
郎
が
幼
か
っ

た
と
い
う
こ
と
で
後
見
と
い
う
こ
と
で
迎
え
ら
れ
、
娘
す
わ
の
婿
と
な
っ
た
。
天
保
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表4　前夜組織構成員一覧表

定 改

番 名　前 小 中 大 小 中 大
補足事項（居住村、天保15年時の年齢など）

1 遠藤伊兵衛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長部村、60歳、遠藤良左衛門父、安政3年死去

A 2 貞助 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 長部村、高木貞助

3 林伊兵衛 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 十日市場村、51歳、金之助父、幸左衛門義父

4 左源司 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 桜井村、大木左源次

5 又左衛門 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 諸徳寺村、菅谷又左衛門、28歳、幸左衛門兄

6 幸左衛門 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 諸徳寺村、菅谷幸左衛門、24歳、又左衛門弟

B 7 良助 ○ ○ ○ 長部村、遠藤良祐、遠藤良左衛門実子、15歳

8 松次郎 ○ ○ ○ 諸徳寺村、菅谷七郎衛門実子、文太郎、15歳

9 金次郎 ○ ○ ○ 足川村、後の足川村網主の岩井重右衛門、20歳

10 金之助 ○ ○ ○ 十日市場村、林正太郎、林伊兵衛実子、15歳

11 佐重 ○ ○ ○ ○ 入野村、石毛佐左衛門、43歳

12 正之進 ○ ○ 桜井村

13 文左衛門 ○ ○ ○ ○ 府馬村

14 吉兵衛 ○ ○ 長部村、高木吉兵衛、32歳

15 庄八 ○ ○ 長部村、遠藤庄七、長部村、24歳

16 利助 ○ ○ 大角村、林利助

17 杢之進 ○ ○

18 良蔵 ○ ○ 長部村、高木良蔵、29歳

19 源左衛門 ○ ○ 長部村、高木源左衛門、37歳

20 栄蔵 ○ ○ 十日市場村、伊藤栄蔵、19歳
C

21 太平 ○ ○ 桜井村、治兵衛子

22 弥三郎 ○ ○ 桜井村、細谷弥三郎、19歳

23 太三郎 ○ ○ 長部村、太左衛門子

24 直吉 ○ ○ 桜井村、石井直吉

25 権之丞 ○ ○ ○ ○ 稲荷入村

26 治太郎 ○ ○ 鏑木村、実川治太郎、16歳

27 常次 ○ ○

28 富蔵 ○ ○ 小川村、亘富蔵、21歳

29 桂助 ○ ○ 府馬村

30 幸蔵 ○ 岡飯田

31 桜井村より1人 ○ ○

32 七郎右衛門 ○ ○ 府馬村、菅谷七郎衛門、42歳

33 傳蔵 ○ 米込村、杉崎伝蔵、36歳

34 利平 ○ ○ 小貝野村、椎名利平

35 野田小川より1人 ○ ○

36 治郎右衛門 ○ ○ 岡飯田村、宮崎治郎衛門

37 和平 ○ ○ 府馬村、岡田和平

38 伊左衛門 ○ ○ 十日市場村、伊藤伊左衛門

D 39 源助 ○ ○ 府馬村、菅谷源助

40 五助 ○ 十日市場村、林五助、19歳

41 治郎左衛門 ○ ○ 長部村、高木治郎左衛門

42 治兵衛 ○ ○ 長部村、高木治兵衛

43 喜兵衛 ○ ○ 布野村、小川喜兵衛

44 市左衛門 ○ ○ 米野井村、成毛市左衛門

45 武助 ○ ○ 米込村、杉崎武助

46 高部村より1人 ○ ○

47 米込村より1人 ○

出典　「定」…『定』（遠藤家文書年不詳）、「改」…『前夜繰替改写』（菅谷家文書　辰6月16日）

註）　補足事項の内容については、「神文及び道友録」（『大原幽学全集』〉、『山田町史』、『突合姓名帳』（大原幽

　学記念館所蔵文書）、「大原幽学関係史料」（『旭市史』）、「元服人名録」（天保14年　大原幽学記念館所蔵文

　書）、「門人群像」（木村礎編『大原幽学とその周辺』）、「宗門人別改帳」（菅谷家文書　安政3年）、「幽学一

　件に勤めた者の名簿」（大原幽学記念館所蔵文書　明治元年）、「義論集」（大原幽学記念館所蔵文書〉などの

　　史料を利用した。年齢については天保15（1844）年当時の年齢として計算している。
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十
二
（
一
八
四
一
）
年
に
父
親
の
又
左
衛
門
が
死
去
し
た
こ
と
に
よ
り
妻
子
を
連
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
4
）

て

諸

徳
寺
村
に
戻
っ
て
い
る
。
従
っ
て
、
林
伊
兵
衛
と
は
義
理
の
父
子
関
係
に
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
関
係
で
、
金
融
面
で
の
援
助
を
仰
ぐ
こ
と
に
な
る
。
以
上
、

三

名
に
関
し
て
は
遠
藤
家
文
書
「
定
」
に
も
菅
谷
家
文
書
「
改
」
に
も
登
場
し
て
い

る
人
物
で
あ
り
、
今
後
の
性
学
活
動
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
人
物
で
あ
る
こ
と
は
言

う
ま
で
も
な
い
。
さ
ら
に
「
改
」
の
方
に
は
四
名
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

7
の
良
助
は
、
良
祐
あ
る
い
は
良
輔
と
も
表
記
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
長
部
村

遠
藤
良
左
衛
門
の
実
子
で
あ
る
。
性
学
神
文
を
弘
化
三
（
一
八
四
六
）
年
十
二
月
十

　
　
　
　
　
　
　
（
4
5
）

五

日
に
入
れ
て
い
る
。
遠
藤
家
で
は
、
良
左
衛
門
の
名
前
は
な
く
、
父
の
伊
兵
衛
と

子
の
良
助
の
名
前
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

8
の
松
次
郎
に
つ
い
て
も
こ
れ
も
幼
名
で
あ
る
。
松
次
郎
は
天
保
十
五
（
一
八
四

四
）
年
に
性
学
に
よ
る
元
服
儀
式
に
よ
っ
て
名
前
を
改
め
「
松
次
郎
事
　
諸
徳
寺
村

　
　
（
4
6
）

文
太
郎
」
と
改
名
し
て
い
る
。
神
文
に
は
、
性
学
神
文
と
し
て
「
菅
谷
文
太
郎
」
の
名

　
　
　
（
4
7
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

前
が
あ
る
。
さ
ら
に
「
幽
学
門
人
名
前
取
調
帳
」
に
は
「
百
姓
当
主
七
郎
右
衛
門
伜

文
太
郎
」
と
あ
る
。
よ
っ
て
諸
徳
寺
村
の
百
姓
七
郎
右
衛
門
の
子
で
あ
る
こ
と
が
わ

か

る
。
ま
た
菅
谷
と
い
う
名
か
ら
菅
谷
又
左
衛
門
家
と
の
姻
戚
関
係
も
推
測
さ
れ
る
。

　

9
の
金
次
郎
と
は
岩
井
金
次
郎
の
こ
と
で
あ
る
。
文
政
八
（
一
八
二
五
）
年
生
ま

れ
、
明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年
三
月
五
日
、
六
〇
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
「
岩
井

代
官
」
と
言
わ
れ
た
足
川
村
の
大
網
主
で
あ
り
、
代
々
名
主
を
勤
め
た
岩
井
重
兵
衛

の
子
で

あ
る
。
次
に
孝
之
助
、
市
右
衛
門
な
ど
と
改
名
し
、
最
終
的
に
は
重
右
衛
門

と
い
う
名
前
に
な
っ
た
。
金
次
郎
の
父
の
重
兵
衛
が
三
〇
歳
の
若
さ
で
病
死
し
、
生

後
四
か
月
で
父
を
失
っ
た
金
次
郎
は
、
伯
父
や
祖
父
母
に
よ
っ
て
育
て
ら
れ
た
が
、

特

に
母
方
の
祖
父
に
あ
た
る
の
が
諸
徳
寺
村
の
菅
谷
又
左
衛
門
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り

金
次
郎
の
母
は
諸
徳
寺
村
菅
谷
又
左
衛
門
家
の
出
身
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

足

川
村
で
は
幽
学
生
前
に
は
金
次
郎
一
人
だ
け
が
性
学
門
人
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
外

祖
父
の

菅
谷
又
左
衛
門
の
極
め
て
強
い
影
響
が
あ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
ま

た
幽
学
死
後
、
足
川
村
に
お
け
る
九
四
名
の
入
門
者
が
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
岩
井
家

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

の
力
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
10

の

金

之
助
と
は
十
日
市
場
の
伊
兵
衛
の
子
で
あ
る
。
や
が
て
正
太
郎
と
名
前
を

変
え
て
い
る
。
文
政
十
三
（
一
八
三
〇
）
年
生
ま
れ
、
明
治
二
十
九
（
一
八
九
六
）

年
十
一
月
五
日
、
六
七
歳
で
死
去
し
て
い
る
。
林
伊
兵
衛
家
は
伊
兵
衛
が
病
弱
で
あ

り
、
金
之
助
が
幼
少
と
い
う
こ
と
で
菅
谷
家
か
ら
又
左
衛
門
の
実
弟
の
幸
左
衛
門
が

婿
に
は
い
っ
た
関
係
で
金
之
助
も
性
学
門
人
と
な
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
の

4
か
ら
1
0
ま
で
の
B
グ
ル
ー
プ
の
各
成
員
が
小
前
夜
、
中
前
夜
、
大
前
夜

に
出
席
で
き
る
と
い
う
集
団
で
、
後
の
改
心
楼
建
設
か
ら
牛
渡
村
一
件
ま
で
の
一
連

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
0
）

の

活
動
の
中
心
的
役
割
を
果
た
し
た
い
わ
ゆ
る
幹
部
集
団
で
あ
る
。
年
齢
不
詳
の
左

源
司
を
除
き
、
遠
藤
家
、
菅
谷
家
と
そ
の
血
縁
関
係
者
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
B
グ

ル

ー
プ
は
地
縁
で
は
な
く
ほ
ぼ
血
縁
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

　

こ
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
、
関
東
取
締
出
役
か
ら
疑
惑
を
い
だ
か
せ
る
こ
と
と

な
る
性
学
の
会
合
所
で
あ
る
「
改
心
楼
」
の
建
設
に
つ
い
て
、
「
改
心
楼
普
請
入
用

（5
1
）

控
」
に
改
心
楼
建
設
に
あ
た
っ
て
の
費
用
負
担
の
内
訳
が
書
か
れ
て
お
り
、
そ
れ
を

ま
と
め
た
も
の
が
表
5
で
あ
る
。
こ
の
中
の
費
用
負
担
の
主
要
構
成
員
と
前
夜
組
織

の
主

要
構
成
員
を
比
較
し
て
み
る
と
、
合
計
二
〇
両
の
う
ち
、
前
夜
の
特
に
B
グ

ル

ー
プ
に
所
属
す
る
と
遠
藤
良
左
衛
門
を
加
え
て
八
〇
両
を
捻
出
し
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
中
で
も
伊
兵
衛
、
又
左
衛
門
、
金
次
郎
と
菅
谷
家
で
姻
戚
関
係
に
あ
る
グ

ル

ー
プ
で
六
〇
両
と
半
分
以
上
を
立
替
え
て
い
る
。
特
に
良
左
衛
門
と
同
様
の
二
〇

両

を
立
替
え
て
い
る
又
左
衛
門
は
改
心
楼
建
設
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

　
ま
た
性
学
門
人
集
団
の
核
と
な
る
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年

当
時
の
年
齢
を
推
定
し
て
み
る
と
、
実
に
若
い
集
団
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
又

左
衛
門
は
当
時
二
八
歳
、
幸
左
衛
門
は
二
四
歳
、
良
助
は
一
五
歳
、
松
次
郎
一
五
歳
、

金
次
郎
二
〇
歳
、
金
之
助
一
五
歳
で
あ
る
。
佐
源
司
は
年
齢
不
詳
で
は
あ
る
が
、
前

　
　
　
　
　
（
5
2
）

述
の

借
金
証
文
に
「
長
部
村
良
左
衛
門
、
諸
徳
寺
村
又
左
衛
門
、
桜
井
村
左
源
司
」

と
あ
り
、
名
前
の
下
に
そ
れ
ぞ
れ
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
が
、
良
左
衛
門
や
又
左
衛

50
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門
は
印
鑑
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
左
源
司
は
爪
印
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
両
名
よ

り
も
年
齢
的
に
若
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
こ
の
両
文
書
に
登
場
し
な
い
遠

藤
良
左
衛
門
は
三
五
歳
、
幽
学
は
四
八
歳
で
あ
る
。
想
像
以
上
に
若
い
集
団
が
中
心

と
な
り
性
学
の
活
動
を
展
開
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

C
グ
ル
ー
プ
は
、
小
前
夜
に
は
参
加
で
き
な
い
が
、
中
前
夜
を
中
心
に
大
前
夜
に

ま
で
出
席
で
き
る
者
が
い
た
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
。
特
に
1
2
か
ら
1
7
ま
で
の
正
之
進
、

文
左
衛
門
、
吉
兵
衛
、
庄
八
、
利
助
、
杢
之
進
ま
で
は
「
中
大
前
夜
勝
手
次
第
」
と

文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。
大
前
夜
、
中
前
夜
に
は
参
加
自
由
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ

う
。
そ
の
条
件
に
当
て
は
ま
る
者
た
ち
は
「
定
」
に
は
前
述
の
五
名
、
「
改
」
に
は

文
左
衛
門
と
杢
之
進
の
二
名
で
あ
る
。
「
勝
手
次
第
」
と
書
か
れ
た
グ
ル
ー
プ
に
は

A
グ
ル
ー
プ
の
三
名
と
C
グ
ル
ー
プ
の
中
の
五
名
が
い
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
2
4
の

直
吉
は
「
定
」
で
は
中
前
夜
に
属
し
て
い
る
が
、
「
改
」
で
は
大
前
夜
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
1
7
の
杢
之
進
や
3
0
の
幸
蔵
は
「
改
」
に
だ
け
登
場
し
て
い
る
。
年
齢
が
わ

か

る
者
と
し
て
吉
兵
衛
が
三
二
歳
、
庄
八
が
二
四
歳
、
良
蔵
が
二
九
歳
な
ど
、
総
じ

て

こ
の
集
団
も
若
い
。

　

こ
こ
で
は
1
1
の
佐
重
に
注
目
し
た
い
。
佐
重
と
は
、
石
毛
佐
左
衛
門
の
こ
と
で
あ

る
。
享
和
二
（
一
八
〇
二
）
年
生
ま
れ
、
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
六
月
二
日
、
七

〇

歳
で
死
去

し
て
い
る
。
初
め
は
佐
重
あ
る
い
は
佐
十
と
い
っ
た
。
香
取
郡
入
野
村

表5　改心楼普請金立替一覧

名　前 居住村 金額（両）

伊兵衛 十日市場村 30

又左衛門 諸徳寺村 20

良左衛門 長部村 20

傳兵衛 米込村 10

金次郎 足川村 10

平太郎 岡飯田村 10

庄左衛門 野田村 5

茂兵衛 小見川村 5

啓一郎 鏑木村 5

合計 110

出典　「改心楼普請入用控」（嘉永3

　　年　大原幽学記念館所蔵文
　　書）

の

百
姓
で
あ
る
。
幽
学
へ
は
人
相
神
文
を
天
保
六
（
一
八
三
五
）
年
閏
七
月
十
八
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

性
学
神
文
を
天
保
六
年
八
月
十
五
日
に
入
れ
て
い
る
。
中
前
夜
、
大
前
夜
の
そ
れ
ぞ

れ

に
筆
頭
と
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
特
に
菅
谷
家
文
書
の
「
改
」
の
方
に
は
佐
重
の

名
前
の
上
に
○
印
が
記
さ
れ
て
い
る
。
多
く
存
在
す
る
C
と
D
の
そ
れ
ぞ
れ
の
グ

ル

ー
プ
の
、
ま
と
め
役
と
い
っ
た
存
在
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
B
グ
ル
ー
プ
同
様

に

重
要
人
物
で
あ
る
。
年
齢
的
に
も
メ
ン
バ
ー
の
中
で
は
幽
学
に
つ
い
で
高
く
、
四

三
歳
で
あ
る
こ
と
も
こ
う
し
た
役
割
を
担
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

D
グ
ル
ー
プ
は
、
大
前
夜
の
み
に
出
席
で
き
る
者
た
ち
の
集
団
で
あ
る
。
｝
七
名

が
登
録
さ
れ
て
い
る
。
各
村
ご
と
に
熱
心
な
門
人
を
参
加
さ
せ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

原
史
料
で
は
伊
左
衛
門
、
源
助
、
五
助
は
対
に
な
っ
て
お
り
、
「
定
」
で
は
伊
左
衛

門
と
源
助
の
ど
ち
ら
か
一
名
が
、
「
改
」
の
方
で
は
伊
左
衛
門
、
源
助
、
五
助
の
う

ち
一
名
が
出
席
と
い
う
意
味
で
ま
と
め
て
書
か
れ
て
あ
る
。
こ
こ
で
も
入
野
村
の
佐

重
の

名
前
が
あ
り
、
筆
頭
で
「
頭
」
の
役
を
果
た
し
て
い
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
は
各

村

よ
り
の
代
表
者
と
い
っ
た
観
が
あ
る
。
性
学
組
織
の
今
後
の
展
開
を
考
え
る
上
で

作
ら
れ
た
組
織
集
団
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以

上
、
幽
学
生
前
の
前
夜
組
織
に
つ
い
て
そ
の
構
成
員
の
分
析
を
お
こ
な
っ
た
。

小
前
夜
、
中
前
夜
、
大
前
夜
と
段
階
別
に
分
か
れ
て
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
完
全
に
村

落
共
同
体
の
枠
組
み
を
越
え
た
組
織
で
あ
り
、
大
原
幽
学
の
一
方
的
な
指
導
の
も
と

に
作
ら
れ
運
営
さ
れ
た
も
の
で
も
な
く
、
む
し
ろ
遠
藤
良
左
衛
門
を
中
心
と
す
る
長

部
村
を
拠
点
と
し
た
B
グ
ル
ー
プ
の
面
々
と
他
の
門
人
の
元
締
め
的
な
存
在
で
あ
る

「
頭
」
の
入
野
村
の
佐
重
を
加
え
た
幹
部
集
団
の
門
人
た
ち
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
彼
ら
は
そ
の
後
の
性
学
組
織
拡
充
に
指
導
的
役
割
を

果

た
し
て
い
っ
た
者
ば
か
り
で
あ
る
。
特
に
B
グ
ル
ー
プ
の
集
団
は
経
済
的
側
面
か

ら
も
多
大
な
援
助
を
お
こ
な
っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
特
に
血
縁
的
な
面
で
の
つ
な
が

り
も
強
い
。
あ
る
程
度
年
齢
や
地
域
差
と
性
学
へ
の
貢
献
度
に
よ
っ
て
、
グ
ル
ー
プ

を
分
け
て
組
織
を
形
成
し
、
円
滑
な
運
営
を
計
ろ
う
と
し
た
面
も
あ
る
。
天
保
十
五

（
一
八
四

四
）
年
当
時
の
推
定
年
齢
を
表
4
の
補
足
事
項
に
判
断
で
き
る
範
囲
で
記
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図2　東総地域における幽学滞在の村々

入

し
た
が
、
主
観
的
で
は
あ
る
が
予
想
以
上
に
若
い
集
団
で
あ
る
こ
と
も
特
徴
で
あ

る
。
そ
し
て
、
成
員
構
成
や
成
員
数
か
ら
考
え
る
と
小
前
夜
、
申
前
夜
、
大
前
夜
の

順
に

重
要
度
が
高
く
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
表
1
の
幽
学
の
主
要
訪
問
先
一
覧
か
ら
訪
問
し
た
村
々
を
地
図
に
落
と
し
た
も
の

が
図
2
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
表
4
の
前
夜
組
織
構
成
員
一
覧
か
ら
各
前
夜
の
成

員
の
村
々
を
地
図
に
落
と
し
た
も
の
が
図
3
で
あ
る
。
図
2
と
図
3
を
比
較
し
て
明

ら
か
な
よ
う
に
、
前
夜
組
織
の
構
…
成
員
の
所
在
す
る
村
々
は
、
東
総
地
域
の
長
部
村

や

諸
徳
寺
村
を
中
心
に
利
根
川
と
太
平
洋
に
挟
ま
れ
た
狭
い
範
囲
に
点
在
し
て
い
る

の

が
特
徴
で
あ
る
。
幽
学
が
こ
れ
ま
で
東
総
地
域
を
移
動
し
な
が
ら
作
っ
て
き
た
門

人
集
団
の
居
住
村
を
示
し
た
図
2
と
は
あ
き
ら
か
に
そ
の
居
住
範
囲
が
異
な
っ
て
い

る
。
ま
た
荒
海
村
や
長
沼
村
の
主
要
門
人
は
一
人
と
し
て
前
夜
組
織
の
運
営
メ
ン

バ

ー
に
は
加
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
も
大
き
な
特
徴
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
そ
の
後

の
性
学
運
動
の
舵
取
り
は
長
部
村
を
中
心
と
す
る
主
要
門
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
4
）

　
ま
た
、
こ
の
前
夜
組
織
の
成
立
時
期
に
関
し
て
、
ま
ず
「
月
々
会
合
日
記
」
と
い

う
史
料
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
弘
化
二
三
八
四
五
）
年
の
正
月
に
は
こ
の
組
織

が
運
営

さ
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。
ま
た
、
「
前
夜
繰
替
改
」
が

「
辰
」
年
で
あ
る
こ
と
か
ら
作
成
時
期
が
天
保
十
五
三
八
四
四
）
年
で
あ
る
こ
と

　
　
　
（
5
5
）

が
わ

か
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

　
そ
し
て
、
菅
谷
家
文
書
の
『
日
記
』
に
天
保
十
三
（
一
八
四
一
二
年
の
も
の
が
あ

り
、
最
後
の
記
述
は
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
ま
で
続
い
て
い
る
。
奥
州
旅
行
か

ら
始
ま
っ
て
い
る
も
の
で
、
最
後
に
な
る
と
か
な
り
日
付
が
飛
ば
さ
れ
る
が
、
「
前

夜
」
と
い
う
言
葉
が
登
場
し
て
く
る
。
初
出
は
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
九
月
十

六

日
、
次
は
、
天
保
十
四
（
一
八
四
三
）
年
三
月
二
十
七
日
と
か
な
り
時
期
が
離
れ

て

い

る
。
こ
の
こ
と
は
、
大
前
夜
、
中
前
夜
、
小
前
夜
と
い
う
よ
う
な
細
か
い
分
類

を
設
け
て
い
る
よ
う
な
「
前
夜
」
と
比
較
す
る
と
非
常
に
対
照
的
で
あ
る
。
お
そ
ら

く
天
保
十
五
（
一
八
四
四
）
年
に
な
る
ま
で
前
夜
組
織
の
重
要
な
構
成
員
の
一
人
と
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な
る
菅
谷
又
左
衛
門
に
と
っ
て
も
、
こ
の
「
前
夜
」
は
ま
だ
重
要
な
意
味
を
持
っ
て

い

な
か
っ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
る
。
以
上
の
分
析
を
踏
ま
え
、
天
保
十
五
（
一
八

四

四
）
年
の
後
半
に
か
け
て
「
前
夜
」
と
よ
ば
れ
る
組
織
が
整
備
運
営
さ
れ
る
よ
う

に

な
っ
た
と
考
え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

図3　幽学門人組織構成員の村々

③
前
夜
組
織
の
活
動
と
幽
学
の
行
動

　
前
夜
組
…
織
に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
知
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
に
「
月
々
會
合
日

（5
7
）

記
」
が
あ
る
。
弘
化
二
（
一
入
四
五
）
年
か
ら
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
ま
で
の
幽

学
在
世
中
の
会
合
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
。
前
夜
以
外
の
会
合
に
つ
い
て
も
実
施

年
月
日
を
含
め
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
で
幽
学
と
性
学
組
織
の
活
動
が
最
も
盛

ん

で

あ
っ
た
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
を
取
り
上
げ
た
の
が
表
6
で
あ
る
。

　

こ
の
年
は
、
後
の
「
天
保
水
涛
伝
」
の
も
と
と
な
っ
た
勢
力
富
五
郎
こ
と
勢
力
佐

助
の
捕
縛
騒
動
が
起
こ
る
な
ど
、
東
総
地
域
一
帯
が
騒
然
と
し
た
年
で
も
あ
っ
た
。

と
同
時
に
性
学
門
人
の
新
し
い
会
合
所
で
あ
る
「
改
心
楼
」
の
建
設
に
示
さ
れ
る
よ

う
に
、
性
学
が
長
部
村
を
中
心
に
そ
の
活
動
を
最
も
活
発
に
し
て
い
た
時
期
で
も
あ

る
。　

表

6
か
ら
一
年
閲
に
五
二
回
の
会
合
を
お
こ
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
小
前

夜
、
中
前
夜
、
大
前
夜
以
外
に
も
男
達
と
女
供
、
そ
し
て
惣
前
夜
と
い
う
会
合
が
み

え
る
。
男
達
、
女
供
に
つ
い
て
は
、
そ
の
名
の
通
り
、
男
達
は
男
性
の
み
、
女
供
は

女
性
の
み
と
い
う
こ
と
で
出
席
者
を
限
定
し
た
会
合
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
男
達
、

女
供
と
い
う
会
合
は
月
の
中
頃
に
行
わ
れ
、
そ
の
前
日
に
小
前
夜
が
開
か
れ
て
い
る

こ
と
が
多
い
。
女
供
、
男
達
の
順
で
あ
る
。
小
前
夜
で
は
お
そ
ら
く
男
達
と
女
供
の

そ
れ
ぞ
れ
の
会
合
の
基
本
方
針
を
決
め
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
前
夜
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

言
葉
の
持
つ
意
味
は
、
「
年
中
仕
事
割
並
日
記
控
」
と
い
う
史
料
の
前
文
に
、
前
夜

に

翌

日
の
仕
事
の
内
容
を
確
か
め
る
こ
と
を
幽
学
が
門
人
に
教
示
し
た
話
が
記
載
さ

れ
て
お

り
、
事
を
決
定
す
る
前
夜
の
相
談
と
い
う
ほ
ど
の
意
味
と
考
え
ら
れ
る
。
惣

前
夜
に
つ
い
て
は
、
一
か
月
間
に
大
前
夜
が
あ
る
日
に
は
惣
前
夜
が
開
か
れ
て
い
な

い

こ
と
が
特
徴
で
あ
る
。
大
前
夜
と
同
じ
か
、
そ
れ
よ
り
規
模
の
大
き
な
会
合
と
考

え
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。
大
前
夜
と
書
か
ず
に
惣
前
夜
と
書
い
て
あ
る
以
上
、
大
前

夜
の
成
員
と
異
な
る
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
他
の
年
に
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表

6
　
嘉
永
二
年
に
お
け
る
性
学
門
人
集
団
の
月
別
会
合
一
覧

月

日

会
　
合

付
　
記
　
事
　
項

11

小
前
夜

長
沼
村
五
郎
兵
衛
、
俊
蔵
、
荒
海
村
平
右
衛
門
之
三
兄
年
礼
二
来
ル
。

12

女
　
供

1

1
3
1
7

男
　
達
惣
前
夜

18

小
前
夜

30

中
前
夜

10

惣
前
夜

12

高
松
力
蔵
様
御
入
来
。

15

小
前
夜

2

16

女
　
供

17

男
　
達

23

小
前
夜

29

中
前
夜

10

大
前
夜

18

将
軍
様
御
鹿
狩
御
定
日
こ
て
會
合
日
莚
。

3

2
0
2
3

小
前
夜

大先
生
高
松
力
蔵
様
御
同
道
に
て
出
府
仕
候
。
宜
平
同
道
。
荒
海
村
平
右
衛
門
殿
、
長
沼
太
左
衛
門
殿
来
る
。

24

女
　
供

25

男
　
達

5

大
先
生
、
宜
平
、
御
帰
宅
。
龍
角
寺
七
蔵
、
兄
定
次
郎
同
道
。

6

4

10

小
前
夜

16

大
前
夜

信
州
よ
り
任
三
郎
、
卯
三
郎
御
入
来
。

29

中
前
夜

騒
敷
二
付
會
合
日
莚
。

10

大
前
夜

閏
4
17

田
植
中
二
付
會
合
休
。
尤
か
ん
ば
ん
以
上
参
詣
二
来
る
。

29

中
前
夜

10

大
前
夜

15

小
前
夜

5

1
6
1
7

女
　
供
男
　
達

18

小
前
夜

20

中
前
夜

2

高
松
力
蔵
君
越
前
国
永
平
寺
領
二
境
論
出
来
候
二
付
罷
越
附
添
候
。
年
頭
よ
り
性
学
勤
方
被

承
尚
又
先
祖
株
纏
立
之
議
定
書
並
為
取
替
罷
遣
度
旨
之
出
府
罷
申
越
候
二
付
写
遣
候
。

3

小
前
夜

6

6

惣
前
夜

行
わ
れ
て
い
る
会
合
を
「
月
々
會
合
日
記
」
か
ら
み
て
み
る
と
、
「
大
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

小
前
夜
」
や
「
中
大
前
夜
」
な
ど
の
会
合
名
が
記
さ
れ
て
い
る
日
も
あ
る
。

そ

の

こ
と
か
ら
惣
前
夜
と
は
、
ほ
ぼ
こ
の
「
大
中
小
前
夜
」
と
同
じ
意
味

で
使

わ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
大
前
夜
の
み
な
ら
ず
、
小
前
夜
、

中
前
夜
の
す
べ
て
の
成
員
が
出
席
す
る
会
合
と
考
え
ら
れ
る
。
総
じ
て
、

一
か
月
間
に
大
前
夜
も
し
く
は
惣
前
夜
、
小
前
夜
、
女
供
、
男
達
、
中
前

夜
と
い
う
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
会
合
が
行
わ
れ
る
の
が
一
つ
の
パ
タ
ー
ン

で

あ
り
、
こ
う
し
た
パ
タ
ー
ン
が
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
か
ら
整
え
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）

れ

て

き
て
い
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
「
仕
事
割
控
」
に
は
、
「
性
学
日
」

と
い
う
記
載
が
あ
る
。
「
性
学
日
」
は
年
間
四
八
日
、
月
に
四
回
と
い
う

形
で
設
定

さ
れ
、
ほ
ぼ
こ
れ
ら
の
「
性
学
日
」
は
五
日
、
十
五
日
、
十
七

日
、
二
十
八
日
に
な
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
史
料
の
記
載
に
、
た
だ
○
印

が

日
程
の
日
付
に
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
の
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
「
仕
事

割
控
」
と
「
月
々
會
合
日
記
」
で
は
、
具
体
性
を
含
め
て
大
き
な
差
が
あ

る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
仕
事
割
控
」
の
書
か
れ
た
天

保
十
二

（
一
八
四

二

年
か
ら
三
年
後
に
は
、
会
合
を
含
め
た
組
織
に
大

き
な
質
的
変
化
が
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

こ
う
し
て
農
民
間
で
作
ら
れ
た
独
自
の
組
織
集
団
が
、
組
織
と
し
て
各

集
団
を
階
層
づ
け
た
上
で
、
さ
ら
に
そ
れ
ぞ
れ
に
成
員
が
複
合
的
に
含
ま

れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
有
機
的
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
大
き
な
組
織
集
団
の

運
営
を
行
お
う
と
し
て
い
た
状
況
を
み
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
「
月
々
會
合
日
記
」
に
は
、
延
期
の
際
は
そ
の
理
由
を
、
ま
た

特
別
な
参
加
者
が
あ
っ
た
時
は
、
付
記
と
し
て
そ
の
事
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
か
ら
の
日
記
の
付
記
事
項
に
着
目
し
て
い

く
と
い
く
つ
か
の
留
意
点
が
見
つ
か
る
。

　
ま
ず
「
先
生
」
と
書
か
れ
て
あ
る
の
は
大
原
幽
学
の
こ
と
で
あ
る
が
、

過
去
五
年
間
の
「
月
々
會
合
日
記
」
に
は
、
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15

小
前
夜

16

女
　
供

17

男
　
達

29

中
前
夜

10

大
前
夜

16

小
前
夜

7

17

男
　
達

18

女
　
供

30

中
前
夜

10

大
前
夜

8

1
5
1
6

女
共
會
合
之
処
大
水
二
て
あ
せ
り
出
候
村
出
来
候
二
付
大
先
生
よ
り
會
合
被
為
止
候
。
右
同
断
頭
達
し
候
者
参
詣
二
来
る
。
九
ツ
之
引
取
。

30

中
前
夜

10

大
前
夜

15

所
所
二
検
見
其
他
。

9

16

差
合
有
之
二
付
。

17

延
日
。

30

中
前
夜

10

會
合
所
土
普
請
二
付
大
前
夜
休
。

15

小
前
夜

10

16

女
　
供

17

男
　
達

30

中
前
夜

10

大
前
夜

15

小
前
夜

11

16

女
　
供

17

男
　
達

29

中
前
夜

會
合
所
普
請
二
付
日
々
相
談
出
来
る
故
、
中
前
夜
改
而
不
致
候
。

12

8
9

女　
供
男
　
達

出
典
「
月
々
會
合
日
記
」
（
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
1
）

　
　

尤
会
日
先
生
留
守

　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

　
　

尤
当
月
先
生
留
守

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
3
）

　
　
大
先
生
留
守
に
て
休

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
4
）

　
　
先
生
留
守
に
て
大
前
夜
休

と
い
う
付
記
が
つ
い
て
い
る
日
が
あ
り
、
そ
れ
は
幽
学
が
普
段
は
会
合
に

参
加
し
て
い
る
も
の
の
ま
れ
に
欠
席
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

い

る
。
欠
席
の
場
合
は
休
会
の
場
合
も
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
は
幽
学
抜

き
で
会
合
は
実
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
幽
学

の

信
州
へ
の
行
動
記
録
を
ま
と
め
た
表
7
と
照
合
す
る
と
、
会
合
に
出
席

し
て
い
な
い
日
に
は
、
幽
学
は
信
州
に
赴
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　
幽
学
は
、
天
保
十
三
（
一
八
四
二
）
年
に
長
部
村
に
居
宅
を
構
え
て
か

ら
も
、
一
年
に
一
回
か
ら
二
回
、
信
州
に
出
か
け
て
い
る
。
例
え
ば
、
弘

化
二
（
一
八
四
五
）
年
は
三
月
か
ら
二
か
月
間
に
わ
た
り
信
州
小
諸
や
上

田
の
門
人
宅
を
訪
問
し
て
い
る
。
表
7
よ
り
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
ま

で

に
毎
年
一
か
月
か
ら
二
か
月
の
長
期
に
わ
た
り
信
州
へ
出
向
い
て
い
る

こ
と
が
判
明
す
る
。
幽
学
は
長
部
村
を
拠
点
と
し
な
が
ら
も
信
州
に
別
の

組
織
集
団
が
存
在
し
て
お
り
、
そ
こ
に
も
活
動
拠
点
が
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ

る
。
ま
た
表
6
か
ら
信
州
よ
り
任
三
郎
と
卯
三
郎
の
二
名
の
門
人
の
長

部
村
へ
の
来
訪
が
記
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
幽
学
は
東
総
地
域

よ
り
も
早
い
時
期
に
性
学
を
信
州
の
地
で
は
じ
め
、
や
が
て
藩
当
局
の
圧

迫
か

ら
性
学
継
続
が
困
難
と
な
り
信
州
を
離
れ
は
し
た
も
の
の
、
実
際
に

は
そ
の
後
も
信
州
に
お
け
る
門
人
組
織
は
幽
学
と
結
び
つ
い
て
お
り
、
そ

の

こ
と
が
年
間
一
か
月
に
も
及
ぶ
信
州
訪
問
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
そ
の

意
味
で
は
、
幽
学
が
信
州
の
門
人
と
東
総
地
域
の
門
人
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

ク
を
作
っ
て
い
た
と
も
言
え
る
。

　
ま
た
「
月
々
會
合
日
記
」
に
は
、
長
沼
村
や
荒
海
村
か
ら
の
門
人
の
来

訪
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
一
月
十
一
日
に
は
、
長
沼
村
の
五
郎
兵
衛
や
荒
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表7　幽学の信州への行動記録

年 月 記録内容

弘化2年 3
8

長部村をたち、信州小諸、上田に赴き、5月帰村。

再び信州に赴き、9月に帰村。

弘化3年 2
幽学、信州に赴き、上田・小諸の門人を伴って越後高田およ

び諏訪を旅行。

弘化4年 3 幽学、小諸・上田に赴き、5月に帰村。

嘉永元年

4
7

4月3日、幽学、信州に来る。21日に下総に向け出立。

そのうち6日間は、上田の菱屋に出向く。

信州に赴き、小諸に先祖株組合を結成。

嘉永2年 4 16日、信州より任三郎、卯三郎御入来。

出典　「信陽道の記」（幽学記念館蔵）、「月々會合日記」（大原幽学記念館所蔵文書）

海
村
の

平
右
衛
門
が
年
始
の
挨
拶
に
き
て
い
る
。
長
部
村
か
ら
お
よ
そ
北
西
に
約
三

〇

㎞
程
の

距
離
が
あ
る
こ
の
地
域
一
帯
は
、
長
沼
村
の
本
多
元
俊
や
荒
海
村
の
糸
川

平
右
衛
門
な
ど
が
中
心
と
な
っ
て
、
性
学
活
動
が
展
開
さ
れ
て
お
り
、
長
部
村
を
中

心

と
す
る
前
夜
組
…
織
と
強
い
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
次

に
「
高
松
力
蔵
」
と
い
う
人
物
に
つ
い
て
の
記
載
が
あ
る
。
高
松
家
と
幽
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

関
係
に
つ
い
て
は
、
松
澤
和
彦
氏
の
有
益
な
研
究
が
あ
る
。
こ
の
力
蔵
は
、
幽
学
の

江
戸
訴
訟
の

際
に
身
元
保
証
人
の
役
割
を
果
た
し
た
高
松
彦
七
郎
の
次
男
で
あ
る
。

こ
の
江
戸
訴
訟
に
高
松
家
は
一
家
の
進
退
を
か
け
て
幽
学
を
擁
護
す
る
こ
と
に
な
っ

た
が
、
表
6
か
ら
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
三
月
に
は
、
幽
学
は
力
蔵
と
と
も
に
江

戸
へ
出
向
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
六
月
に
は
力
蔵
が
越
前
国
の
永
平
寺
領

の

「境
論
」
の
た
め
に
出
か
け
る
際
に
も
長
部
村
に
立
ち
寄
っ
て
い
る
。
こ
う
し
た

記
録

は
、
本
来
は
高
松
彦
七
郎
や
そ
の
長
男
で
あ
る
高
松
彦
三
郎
が
、
幽
学
検
挙
後

の

江
戸
訴
訟
に
お
い
て
活
躍
す
る
人
物
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
時
、
す
で
に
嘉
永
二

（
一
八
四
九
）
年
に
は
高
松
家
は
家
族
ぐ
る
み
で
性
学
組
織
と
結
び
つ
い
て
い
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

　
補
足
す
る
と
、
嘉
永
二
（
一
八
四
九
）
年
四
月
十
六
日
「
騒
敷
二
付
会
合
日
延
」

に
つ
い
て
は
、
四
月
二
十
八
日
に
勢
力
富
五
郎
が
自
殺
し
て
い
る
こ
と
か
ら
こ
の
事

件
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
十
月
に
「
会
合
所
」
と
あ
る
の
は
「
改
心
楼
」

建
設

の

こ
と
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
年
の
後
半
に
は
「
改
心
楼
」
建
設
の
た
め
に

「前
夜
」
の
活
動
を
休
止
し
て
い
る
。

お
わ
り
に

　
幽
学
は
天
保
二
（
一
八
三
一
）
年
に
房
総
地
方
の
地
に
足
を
踏
み
入
れ
た
段
階
で

は
、
性
学
の
指
導
者
と
し
て
活
動
を
開
始
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
幽
学
が
残
し
た

神
文
の
内
容
か
ら
、
あ
る
い
は
他
の
幽
学
関
係
史
料
な
ど
か
ら
、
易
、
人
相
見
、
あ

る
い
は
和
歌
詠
み
な
ど
の
手
段
で
、
村
々
の
文
化
人
、
富
裕
な
上
層
農
民
に
一
宿
を

求
め
な
が
ら
漂
泊
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
天
保
四

（
一
八
三

三
）
年
か
ら
房
総
地
方
の
北
西
部
で
あ
る
東
総
地
域
と
北
部
へ

行
動
範
囲
を
広
げ
て
、
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
以
降
、
こ
の
地
域
で
性
学
を
中
心

と
し
て
活
動
を
展
開
し
た
。
と
い
う
よ
り
性
学
が
こ
の
地
で
受
け
入
れ
ら
れ
た
こ
と

が
き
っ
か
け
で
、
性
学
で
糊
口
を
凌
ぐ
こ
と
を
始
め
た
と
言
っ
た
方
が
適
切
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
、
神
文
の
発
行
が
天
保
五
（
一
八
三
四
）
年
に
急
増
し
、
天
保
九
二

八
三

八
）
年
に
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
こ
と
か
ら
も
わ
か
る
。
こ
の
中
で
、
性
学
を

積
極
的
に
受
け
入
れ
た
者
が
、
特
に
長
部
の
遠
藤
良
左
衛
門
、
諸
徳
寺
の
菅
谷
又
左

衛
門
を
中
心
と
す
る
門
人
集
団
で
あ
る
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
幽
学
を
押
し
立
て
な
が

ら
作
り
上
げ
た
組
織
が
「
前
夜
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
組
織
は
、
そ
の
後
も
門
人
の
年

56



［大原幽学と性学門人集団］……松丸明弘

齢
や

性
学
へ
の
貢
献
度
な
ど
を
加
味
し
て
、
小
前
夜
、
中
前
夜
、
大
前
夜
、
男
達
、

女
供
な
ど
の
各
集
団
に
細
か
く
組
織
化
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
牛
渡
村
一

件
か

ら
幽
学
の
江
戸
訴
訟
に
お
い
て
、
こ
の
前
夜
組
織
の
主
要
構
成
員
が
大
き
く
関

与
し
て
い
る
こ
と
は
興
味
深
い
。

　

前
夜
組
織
の
中
で
は
、
集
ま
っ
た
者
同
士
が
、
自
己
の
行
動
規
範
や
性
格
改
善
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
9
）

た

め

に
何
を
す
べ
き
か
に
つ
い
て
語
り
合
っ
て
い
る
。
小
前
夜
、
中
前
夜
な
ど
各
前

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
）

夜
ご
と
に
討
議
さ
れ
て
い
た
内
容
を
藤
田
昭
造
氏
は
分
析
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
で

は

討
議
内
容
よ
り
、
各
組
織
ご
と
に
集
ま
る
成
員
を
限
定
し
、
門
人
間
が
階
層
化
さ

れ
て

い

く
組
織
過
程
を
重
要
視
し
た
い
。
会
合
内
容
そ
の
も
の
は
、
幽
学
の
主
要
著

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
1
）

作
で

あ
る
「
微
味
幽
学
考
」
に
叙
述
さ
れ
た
内
容
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
こ

の

「
微
味
幽
学
考
」
に
つ
い
て
、
中
井
信
彦
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　

幽
学
の
言
説
の
場
は
常
に
農
民
の
現
実
の
生
活
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
生
活
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
2
）

　
　

関
わ
る
こ
と
の
な
い
抽
象
の
世
界
を
扱
う
こ
と
を
し
な
か
っ
た
。

　
幽
学
は
、
東
総
地
域
の
農
民
に
、
俗
耳
に
入
り
や
す
い
形
で
繰
り
返
し
、
一
歩
ず

つ
現
実
を
踏
み
広
げ
る
た
め
の
方
法
を
説
い
て
き
た
。
そ
の
も
の
が
、
門
人
集
団
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
3
）

討
議

に
あ
ら
わ
れ
て
い
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
義
論
集
」
と

い
う
も
の
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
幽
学
と
門
人
に
よ
る
師
弟
の
問
答
録
で
も
な
け
れ
ば

師
の
言
行
録
で
も
な
く
、
門
人
達
が
お
こ
な
っ
た
学
習
会
の
記
録
で
あ
る
。
中
井
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
4
）

も
義
論
集
は
「
共
同
学
習
の
記
録
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
」
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の

実
践
の
場
が

「前
夜
」
を
始
め
と
す
る
会
合
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
さ
ら
に
こ
れ
ら
の
精
神
修
養
的
な
実
践
と
と
も
に
遠
藤
良
左
衛
門
、
菅
谷
又
左
衛

門
、
幸
左
衛
門
兄
弟
を
始
め
と
す
る
「
前
夜
」
集
団
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ

も
の
が
、
性
学
の
会
合
所
で
あ
る
「
改
心
楼
」
の
建
設
で
あ
っ
た
。
「
前
夜
」
組
織

の

モ

ニ
ュ

メ
ン
ト
i
記
念
碑
ー
と
し
て
の
「
改
心
楼
」
を
幽
学
と
性
学
組
織
の
活
動

の
中
に
位
置
づ
け
る
必
要
が
あ
る
。

註（
1
）
　
尾
張
藩
家
老
大
道
寺
家
の
出
身
で
あ
る
と
よ
く
言
わ
れ
る
が
、
そ
の
証
拠
は
な
い
。
切
腹

　
　
に

よ
る
自
殺
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
武
士
ら
し
い
振
る
舞
い
が
随
所
に
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か

　
　

ら
牢
人
大
原
幽
学
の
呼
称
も
さ
れ
る
が
、
し
か
し
確
実
に
武
士
で
あ
っ
た
と
い
う
根
拠
は
見

　
　
つ
か
っ

て

い

な
い
。
こ
れ
以
降
、
幽
学
と
本
稿
で
は
呼
称
し
た
い
。

（
2
）
　
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
。
『
大
原
幽
学
全
集
』
に
も
掲
載
。
（
三
〇
二
～
四
三
三
頁
）

（
3
）
　
幽
学
と
そ
の
門
人
と
の
関
係
を
示
す
も
の
に
「
神
文
」
と
い
う
入
門
状
が
あ
り
、
幽
学
生

　
　
前
の
入
門
状
は
六
〇
〇
通
以
上
残
っ
て
い
る
。
『
旭
市
史
』
第
三
巻
「
大
原
幽
学
関
係
史
料
」

　
　
参
照
。

（
4
）
　
川
名
登
「
神
文
」
よ
り
み
た
る
幽
学
門
人
層
」
（
『
旭
市
史
』
第
三
巻
　
一
九
七
五
年
）

（
5
）
　
幽
学
に
関
す
る
先
行
研
究
に
つ
い
て
は
枚
挙
に
逞
な
し
で
あ
る
が
、
史
料
集
も
含
め
て
骨

　
　
子
を
成
す
も
の
を
年
代
順
に
挙
げ
れ
ば
、
田
尻
稲
次
郎
『
大
原
幽
学
全
書
』
二
九
＝
年
）
、

　
　
千
葉
県
内
務
部
編
『
大
原
幽
学
』
（
一
九
］
一
年
）
、
千
葉
県
教
育
会
編
『
大
原
幽
学
全
集
』

　
　
（
一
九
四
三
年
）
、
戦
後
に
入
り
越
川
春
樹
『
大
原
幽
学
研
究
』
（
理
想
社
　
一
九
五
七
年
）
、

　
　
中
井
信
彦
　
人
物
叢
書
『
大
原
幽
学
』
（
吉
川
弘
文
館
　
一
九
六
三
年
）
、
奈
良
本
辰
也
・
中

　
　
井
信
彦
　
日
本
思
想
体
系
五
二
『
二
宮
尊
徳
・
大
原
幽
学
』
（
岩
波
書
店
　
一
九
七
三
年
）
、

　
　
木
村
礎
編
『
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
（
八
木
書
店
　
一
九
八
一
年
）
な
ど
が
あ
る
。

（
6
）
　
戸
沢
行
夫
「
大
原
幽
学
の
教
導
仕
法
に
つ
い
て
」
（
『
史
学
』
四
八
－
二
）
、
大
槻
宏
樹
「
社

　
　
会
教
育
運
動
と
そ
の
機
能
ー
大
原
幽
学
の
性
理
学
を
中
心
と
し
て
ー
」
な
ど
。

（
7
）
　
堀
江
俊
次
「
幽
学
死
後
の
組
織
的
展
開
」
（
『
旭
市
史
』
第
三
巻
　
一
九
七
五
年
）

（
8
）
　
藤
田
昭
造
「
性
学
運
動
の
展
開
と
前
夜
組
織
」
三
歴
史
論
』
八
号
　
一
九
八
七
年
）
、
「
大

　
　
原
幽
学
の
教
化
活
動
と
性
学
組
織
」
（
『
駿
台
史
学
』
九
〇
号
　
一
九
九
四
年
）

（
9
）
　
幽
学
の
出
自
に
つ
い
て
は
、
木
村
礎
「
大
原
幽
学
の
出
自
に
つ
い
て
」
（
前
掲
、
木
村
礎
編

　
　
『
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
）
、
水
谷
盛
光
「
大
原
幽
学
出
自
考
」
（
『
日
本
歴
史
』
三
二
二
号

　
　
一
九
七
五
年
）

（
1
0
）
　
「
口
ま
め
草
」
（
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）
（
『
大
原
幽
学
全
集
』
で
は
三
六
二
～
三
六

　
　
三
頁
）

（
1
1
）
　
百
子
村
は
、
百
首
村
と
考
え
ら
れ
、
竹
ヶ
岡
村
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

（
1
2
）
　
『
大
原
幽
学
全
集
』
（
一
九
四
三
年
　
千
葉
県
教
育
会
）

（
1
3
）
　
松
澤
和
彦
「
大
原
幽
学
日
記
（
全
集
本
）
の
検
討
－
特
に
「
道
の
記
」
、
「
性
学
日
記
」
、

　
　
「
口
ま
め
草
」
に
つ
い
て
ー
」
（
『
駿
台
史
学
』
四
一
号
　
一
九
七
七
年
）

（
1
4
）
　
前
掲
、
松
澤
論
文
参
照
。
松
澤
氏
は
『
大
原
幽
学
全
集
』
の
「
道
の
記
」
の
天
保
四
年
六

　

月
六
日
と
七
月
二
十
七
日
の
間
の
記
述
に
季
節
の
そ
ぐ
わ
な
い
も
の
が
多
く
錯
簡
で
あ
ろ
う

　

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
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（
1
5
）
　
天
保
二
年
～
三
年
に
つ
い
て
は
、
「
口
ま
め
草
」
の
記
述
を
使
用
し
た
。

（
1
6
）
　
佐
原
に
つ
い
て
は
、
日
記
の
記
述
で
は
幽
学
は
ほ
と
ん
ど
宿
屋
に
宿
泊
し
て
い
る
。

（
1
7
）
　
こ
の
神
文
を
分
析
し
た
論
考
に
川
名
登
「
「
神
文
」
よ
り
み
た
る
幽
学
門
人
層
」
（
『
旭
市

　
　
史
』
第
三
巻
　
一
九
七
五
年
）
、
川
名
登
「
大
原
幽
学
門
人
層
の
社
会
的
性
格
に
つ
い
て
」

　
　
（
『
日
本
歴
史
』
三
三
五
号
　
一
九
七
六
年
）
が
あ
る
。

（
1
8
）
　
「
連
中
誓
約
の
事
」
（
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）

（
1
9
）
　
前
掲
『
大
原
幽
学
全
集
』
三
四
～
三
九
頁
。

（
2
0
）
　
高
木
彦
兵
衛
に
つ
い
て
は
、
高
部
淑
子
「
近
世
後
期
～
明
治
初
年
の
小
見
川
周
辺
と
性
学

　
　
ー
高
木
平
兵
衛
を
中
心
と
し
て
ー
」
（
『
千
葉
県
史
研
究
』
二
号
　
一
九
九
四
年
）
を
参
照
。

（
2
1
）
　
長
沼
村
の
性
学
門
人
に
つ
い
て
は
、
大
野
政
治
『
成
田
市
域
に
お
け
る
大
原
幽
学
の
研
究
』

　
　
（
一
九
五
七
年
）
を
参
照
。

（
2
2
）
　
椎
名
旋
蔵
に
つ
い
て
は
、
「
大
原
幽
学
門
人
椎
名
旋
蔵
と
性
学
飯
倉
組
」
三
史
潮
』
新
二
〇

　
　
号
　
］
九
八
六
年
）
を
参
照
。

（
2
3
）
　
『
大
原
幽
学
全
集
』
の
「
連
中
誓
約
之
事
」
の
解
説
に
は
、
「
後
事
を
託
し
て
訣
別
し
、
翌

　
　
日
上
方
に
出
発
し
た
の
で
、
道
友
は
深
く
、
こ
れ
を
悲
し
み
、
…
…
（
後
略
）
…
…
」
と
あ
る
。

（
2
4
）
　
「
口
ま
め
草
」
（
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）

（
2
5
）
　
前
掲
、
「
口
ま
め
草
」
に
は
、
「
二
十
三
日
長
部
村
着
、
子
孫
永
続
の
取
り
極
め
」
と
あ
る
。

（
2
6
）
　
前
掲
、
「
口
ま
め
草
」
に
は
「
長
部
村
に
来
け
れ
ば
、
良
左
衛
門
、
源
蔵
の
二
人
の
ぬ
し
始

　
　
め
五
六
輩
に
て
、
僕
が
住
み
家
に
と
て
、
僕
が
住
家
と
し
て
草
庵
を
結
び
給
え
り
。
九
月
十

　
　
八

日
よ
り
こ
の
草
庵
を
僕
が
住
み
家
と
し
て
、
こ
こ
に
て
諸
人
に
教
え
を
な
さ
ぬ
。
」
と
あ
る
。

　
　
な
お
木
村
礎
氏
は
天
保
十
三
年
九
月
に
作
ら
れ
た
家
屋
は
「
草
庵
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、

　
　
天
保

十
四
年
五
月
に
新
し
い
居
宅
が
作
ら
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
（
木
村
礎
編
『
大
原

　
　
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
三
五
～
三
七
頁
）

（
2
7
）
　
「
定
」
（
年
次
不
詳
、
遠
藤
家
文
書
）

（
2
8
）
　
「
前
夜
繰
替
改
」
（
辰
六
月
十
六
日
と
あ
り
、
菅
谷
家
文
書
）
、
以
降
「
改
」
と
記
す
。

（
2
9
）
　
木
村
礎
「
幽
学
研
究
余
滴
」
三
日
本
歴
史
』
一
九
八
六
年
　
四
五
二
号
）

（
3
0
）
　
菅
野
則
子
「
大
原
幽
学
に
み
る
「
家
」
と
女
性
・
子
供
」
近
世
女
性
史
研
究
会
編
『
江
戸

　
　
時
代
の
女
性
た
ち
』
（
吉
川
弘
文
館
　
一
九
九
〇
年
）
な
ど
。

（
3
1
）
　
木
村
礎
氏
は
、
大
原
幽
学
の
独
特
の
仕
法
と
い
う
べ
き
先
祖
株
組
合
も
、
遠
藤
良
左
衛
門

　
　
と
大
原
幽
学
の
合
作
で
は
な
い
か
と
の
注
目
す
べ
き
指
摘
を
さ
れ
て
い
る
。
（
前
掲
、
『
大
原

　
　
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
　
一
五
一
頁
）

（
3
2
）
　
小
笠
原
長
和
「
東
総
農
村
と
大
原
幽
学
」
（
千
葉
大
学
文
理
学
部
「
文
化
科
学
紀
要
」
第
一

　
　
集
　
一
九
六
三
年
）
、
木
村
礎
編
『
旧
高
旧
領
取
調
帳
　
関
東
編
』
（
近
藤
出
版
社
　
一
九
八

　
　
〇

年
）
な
ど
を
参
照
。

（
3
3
）
　
門
人
ひ
と
り
ひ
と
り
の
正
確
な
把
握
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
な
お
幽
学
関
係

　
　
史
料
は
、
幽
学
自
身
ば
か
り
で
な
く
、
む
し
ろ
無
名
の
普
通
の
農
民
の
顔
が
出
て
く
る
、
そ

　
　
れ
も
多
人
数
で
あ
る
と
い
う
点
で
、
こ
れ
は
極
め
て
珍
し
い
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
3
4
）
　
「
幽
学
一
件
に
勤
め
た
者
の
名
簿
」
（
明
治
元
年
　
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）

（
3
5
）
　
前
掲
、
『
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
二
三
〇
頁

（
3
6
）
　
「
景
物
集
」
（
安
政
三
年
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）

（
3
7
）
　
「
神
文
之
事
」
（
安
政
七
年
十
一
月
　
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）

（
3
8
）
　
「
仕
事
割
控
」
（
天
保
十
二
年
　
遠
藤
家
文
書
）

（
3
9
）
　
「
高
反
別
根
取
帳
写
」
（
嘉
永
四
年
　
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）
、
「
高
反
別
名
寄
帳
」

　
　
（
嘉
永
四
年
　
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）

（
4
0
）
　
「
差
入
申
一
札
之
事
」
（
天
保
十
四
年
　
林
家
文
書
）

（
4
1
）
　
「
神
文
之
事
」
（
天
保
九
年
九
月
十
九
日
　
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）

（
4
2
）
　
前
掲
、
「
幽
学
死
後
の
組
織
的
展
開
」
（
『
旭
市
史
』
第
三
巻
）
七
二
一
頁

（
4
3
）
　
前
掲
、
『
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
二
三
四
頁

ハ
4
4
）
　
前
掲
、
『
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
二
三
五
頁

（
4
5
）
　
「
神
文
之
事
」
（
弘
化
三
年
十
二
月
十
五
日
　
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）

（
4
6
）
　
「
元
服
人
名
録
」
（
天
保
十
四
年
　
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）

（
4
7
）
　
「
神
文
之
事
」
（
弘
化
三
年
十
二
月
十
五
日
　
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）

（
4
8
）
　
「
幽
学
門
人
名
前
取
調
帳
」
（
嘉
永
五
年
　
遠
藤
家
文
書
）

（
4
9
）
　
「
神
文
よ
り
見
た
る
幽
学
門
人
層
」
（
『
旭
市
史
』
第
三
巻
）
七
一
三
頁
、
「
門
人
群
像
」
（
前

　
　
掲
、
『
大
原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
二
四
〇
頁
）

（
5
0
）
　
牛
渡
村
一
件
に
つ
い
て
は
、
高
橋
敏
「
大
原
幽
学
と
改
心
楼
乱
入
事
件
ー
牛
渡
村
一
件
の

　
　
真
相
　
」
（
田
中
彰
『
幕
末
維
新
の
社
会
と
思
想
』
一
九
九
九
年
）
が
詳
し
い
。

（
5
1
）
　
「
改
心
楼
普
請
入
用
控
」
（
嘉
永
三
年
六
月
　
遠
藤
家
文
書
）

（
5
2
）
　
「
差
入
申
一
札
之
事
」
（
天
保
十
四
年
　
林
家
文
書
）

（
5
3
）
　
「
神
文
之
事
」
（
天
保
六
年
七
月
十
八
日
　
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）
、
「
神
文
之
事
」

　
　
（
天
保
六
年
八
月
十
五
日
　
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）

（
5
4
）
　
「
月
々
會
合
日
記
」
（
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）

（
5
5
）
　
天
保
十
五
年
は
十
二
月
に
弘
化
と
改
元
し
て
い
る
。

（
5
6
）
　
「
日
記
」
（
天
保
十
三
年
菅
谷
家
文
書
）

（
5
7
）
　
前
掲
、
「
月
々
會
合
日
記
」

（
5
8
）
　
「
年
中
仕
事
割
並
日
記
控
」
（
嘉
永
五
年
　
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）

（
5
9
）
　
「
大
中
小
前
夜
」
は
弘
化
二
年
正
月
十
六
日
、
「
中
大
前
夜
」
は
弘
化
二
年
九
月
十
六
日
に

　
　
そ
の
記
述
が
み
ら
れ
る
。

（
6
0
）
　
前
掲
、
「
仕
事
割
控
」
（
天
保
十
二
年
　
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）

（
6
1
）
　
「
月
々
會
合
日
記
」
（
弘
化
二
年
五
月
二
十
九
日
）
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（
6
2
）
　
「
月
々
會
合
日
記
」
（
弘
化
二
年
八
月
）

（
6
3
）
　
「
月
々
會
合
日
記
」
（
弘
化
五
年
五
月
三
十
日
）

（
6
4
）
　
「
月
々
會
合
日
記
」
（
弘
化
五
年
六
月
）

（
6
5
）
　
信
州
に
お
け
る
幽
学
の
行
動
に
つ
い
て
は
、
前
掲
、
中
井
信
彦
『
大
原
幽
学
』
三
八
～
五

　
　
五
頁
、
横
山
十
四
男
・
青
木
歳
幸
「
活
動
の
開
始
ー
信
州
上
田
・
小
諸
の
門
人
た
ち
ー
」
（
木

　
　
村
礎
編

『大

原
幽
学
と
そ
の
周
辺
』
）
五
七
～
七
五
頁
を
参
照
。
ま
た
近
年
、
新
た
に
見
つ

　
　
か

っ

た
幽
学
と
上
田
・
小
諸
の
門
人
と
の
関
わ
り
を
示
す
史
料
が
斉
藤
洋
一
氏
よ
り
「
大
原

　
　
幽
学
と
上
田
・
小
諸
町
と
の
関
わ
り
を
示
す
史
料
」
（
『
史
料
館
紀
要
』
第
8
号
〈
学
習
院
大

　
　
学
一
九
九
五
年
〉
）
と
し
て
報
告
さ
れ
て
い
る
。

（
6
6
）
　
松
澤
和
彦
「
高
松
家
と
大
原
幽
学
」
（
『
歴
史
論
』
八
号
　
一
九
八
七
年
）
、
ま
た
『
ひ
か
た

　
　
の
歴
史
と
民
俗
』
第
4
号
特
集
「
高
松
家
と
大
原
幽
学
」
（
大
原
幽
学
記
念
館
・
干
潟
町
歴
史

　
　
民
俗
研
究
会
　
二
〇
〇
二
年
）
で
木
村
礎
氏
は
松
澤
氏
の
遺
稿
を
踏
ま
え
て
高
松
家
と
長
部

　
　
村
の
関
係
を
総
括
し
て
い
る
。

（
6
7
）
　
幽
学
の
江
戸
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
高
橋
敏
「
大
原
幽
学
と
江
戸
訴
訟
」
（
『
歴
史
学
研
究
』

　
　
七
一
七
号
　
一
九
九
八
年
）
が
詳
し
い
。

（
6
8
）
　
「
月
々
會
合
日
記
」
（
嘉
永
二
年
四
月
十
六
日
）

（
6
9
）
　
「
日
記
」
（
嘉
永
二
年
　
菅
谷
家
文
書
）
な
ど
。

（
7
0
）
　
前
掲
、
藤
田
昭
造
「
大
原
幽
学
の
教
化
活
動
と
性
学
組
織
」
を
参
照
。

（
7
1
）
　
「
微
味
幽
学
考
」
（
年
次
不
祥
　
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）

（
7
2
）
　
中
井
信
彦
「
「
微
味
幽
学
考
」
と
大
原
幽
学
の
思
想
」
（
日
本
思
想
体
系
『
二
宮
尊
徳
・
大

　
　
原
幽
学
』
〈
岩
波
書
店
　
一
九
七
三
年
〉
）
四
八
一
頁

（
7
3
）
　
「
義
論
集
」
（
年
次
不
祥
　
大
原
幽
学
記
念
館
所
蔵
文
書
）

（
7
4
）
　
前
掲
、
中
井
信
彦
「
「
微
味
幽
学
考
」
と
大
原
幽
学
の
思
想
」
四
八
三
頁

　
　
（
千
葉
県
史
料
研
究
財
団
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
共
同
研
究
員
）

（二
〇
〇
三
年
五
月
二
十
三
日
受
理
、
二
〇
〇
三
年
七
月
十
八
日
審
査
終
了
）
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OHARA　Yugaku　and　Groups　of　Sei－ga㎞Disciplesl　dle　Fom舶on　and

Development　of　the　Zen，ya　Organization

MATsuMARu　Aldhiro

OHARA　YUgaku　was　an　advocate　fbr　the　movement　fbr　agrarian　refbrm　through　the　practice　of　moral　education

and　through　economic　and　technical　practices　such　as　the　Sθ〃zo吻施働〃磁i，　and　was　active　in　the　Tbso　re－

gion　during　the　latter　part　of　the　Early　Modern　Period．　These　practices　referred　to　as　YUgaku’s“Sei－gaku”were

practices　that　generated　excellent　results　and　were　rated　highly　among　peasants，　thus　earning　him　a　great

many　disciples．　However，　this　success　attracted　the　suspicion　of　the　Bakufu　authority，　and，　beginning　with　the

Ushiwata　Village　Incident，　the　court　case　against　YUgaku　lasted　six　long　years，　culminating　in　his　suicide　in

1858．This　paper　throws　new　light　on　YUgaku　and　his　groups　of　disciples　beginning　f士om　the　time　when

YUgaku　was　an　itinerant　earning　his　daily　fOod　by　telling　fOrtunes　and　through　recitingωαゐαpoems，　through　to

廿le　dse　of　YUgaku’s　Sei・gaku　in　the　Toso　region，　particularly　in　Nagabe　village，　and　the　construction　of

Kaishinro，　his　educa60nal　centeちand　also　investigates　the　organiza60ns　created　by　YUgaku　and　his　disciples．　It

is　not　conceivable　that　YUgaku’s　Sei－gaku　managed　to　obtain　more　than　600　disciples　over　the　course　of　a㊤w

years　in　the　early　1840s　as　a　result　of　the　individual　activities　of　YUgaku　alone．　Furthe陥there　is　also　a　problem

in　methodology　employed　in　works　written　on　YUgaku　where　in　the　process　of　honoring　the　man　all　of　the

practices　are　attributed　to　YUgaku．　It　is　important　that　we　turn　our　attention　to　organizations，　of　which　the

Zen’ya　is　a　representative　example，　which　were　created　mainly　owing　to　the　existence　of　high－ranking　disciples

such　as　ENDO　Ryozaemon　of　Nagabe　village　and　SUGAYA　Matazaemon　of　Shotokuji　village　who　were　largely

responsible飴r血ese　org孤iza60ns．　It　was　the　peas孤ts也emselves　who　b㎜ed　the　organizations　that　pursued

vigorous　activities　and　were　linked　by　means　outside　the丘amework　of　an　authoritarian　mechanism　during　the

time　that　YUgaku　was　engaged　in　activities　across　the　Tbso　region．　This　paper　also　sheds　light　on　the　spec近c

nature　of　these　organizadons．　These　organizadons　supPorted　YUgaku’s　activi目es　and　resulted　in　the　construc－

tion　of　Kaishinro，　his　educadonal　center．　In　the　respect　that　they　are　closely　related　to　events　that　occurred

from　the　construction　of　Kaishinro　up　to　the　Ushiwata　Village　Incident，　they　are　significant　when　considering

Yugaku’s　Sei－gaku　activities．　I　also　expose　the　relaUonships　of　these　organizations　with　the　Narita　dist亘ct　disci’

ple　group，　the　Ueda　and　Komoro　disciple　groups　ln　Shlnshu（in　presenCday　Nagano　prefecture）and　also　with

the　Takamatsu　famil脇which　appears　at　the　prosecution　of　YUgaku　in　Edo．
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